
　７月29日㈯、川上公園で、『白石・登別姉妹
都市少年スポーツ交流事業』（登別市姉妹都市
等都市間交流協会・市主催）による『少年サッ
カー大会』を開催しました。
　白石市から来た小学生22人と登別市の小学生
24人は、それぞれ３チームごとに分かれて試合
を行い、交流を深めました。
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防災特集

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に

そ
の

し
ま
す
か

時

行
動

　近年、短時間に狭い範囲で非常に激しく降る雨が頻発し、日
本全国で多くの災害が発生しています。平成28年８月には、北
海道に相次いで接近、上陸した台風の影響で多くの方が被災し、
また、平成29年７月に九州北部を襲った集中豪雨による土砂災
害などで甚大な被害を受けたことは、記憶に新しいところでは
ないでしょうか。
　普段、日常的に降る恵みの雨も、短時間で強烈な雨となれば、
崖崩れや洪水へとつながります。
　日本は、山や川、海など、豊かな自然に恵まれており、人々
に四季折々の季節の変化に富んだ表情を見せてくれる一方で、
古くから台風や大雨、大雪、地震など、多くの災害が発生して
います。
　大正12年に起きた関東大震災の発生日である９月１日は、災
害についての認識を深めるとともに、災害に対する心構えや準
備をする契機となるよう、昭和35年に『防災の日』として制定
されています。
　この機会に、災害への対応について、今一度、考えてみませ
んか。

▶
昭
和
57
年
９
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
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防災マップを読んでいますか

住
ん
で
い
る
地
域
の
特
性
を

知
る

『
防
災
マ
ッ
プ
』
で
わ
か
る
こ
と

その時　あなたは
どのように行動しますか

現
在
は
、
登
別
市
へ
の
転
入
手
続
き
の
際

に
お
渡
し
し
て
い
る
ほ
か
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
場
所

や
災
害
の
種
類
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お

く
こ
と
は
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
豪
雨
が
発
生
し
た
時

に
、
自
宅
が
洪
水
や
崖
崩
れ
な
ど
が
起
こ

る
可
能
性
が
高
い
場
所
と
知
っ
て
い
れ
ば
、

避
難
準
備
を
い
ち
早
く
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
身
や
家
族
の
身
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
家
族
で
『
防
災
マ
ッ
プ
』

を
お
読
み
に
な
り
、
普
段
何
気
な
く
見
て

い
る
川
が
氾
濫
し
た
場
合
や
山
で
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
被
害
が
及
ぶ

可
能
性
が
高
い
地
域
を
確
認
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
ま
た
、
普
段
、
過
ご
し
て
い
る
地
域
で

は
、
ど
こ
が
避
難
場
所
に
な
る
の
か
な
ど
、

普
段
と
は
違
っ
た
視
点
で
、
住
み
慣
れ
た

地
域
を
見
直
す

こ
と
も
重
要
な

防
災
へ
の
取
り

組
み
の
一
つ
で

す
。

　
一
口
に
災
害
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
、
暴
風
や
竜
巻
、
豪
雨
、

洪
水
、
崖
崩
れ
、
土
石
流
、
高
潮
、
地
震
、

津
波
、
地
滑
り
、
そ
の
他
の
異
常
な
自
然

現
象
や
大
規
模
な
火
事
な
ど
に
よ
り
生
じ

る
被
害
の
こ
と
を
災
害
と
い
い
ま
す
。

　
ど
の
災
害
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
登
別
市
の
市

街
地
の
多
く
は
、
海
と
山
に
挟
ま
れ
た
平

坦
地
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
津
波
や
崖

崩
れ
、
地
滑
り
な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
胆
振
幌
別
川
や
来
馬
川
、
鷲
別

川
、
登
別
川
な
ど
の
河
川
が
市
街
地
を
流

れ
て
お
り
、
洪
水
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
や
職
場
は
、
ど
の
よ

う
な
場
所
に
位
置
し
、
ど
の
よ
う
な
危
険

が
あ
る
の
か
、
考
え
て
み
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

　
市
は
、
平
成
26
年
３
月
に
津
波
浸
水
予

測
範
囲
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
と
あ

わ
せ
て
、
高
台
の
避
難
場
所
や
避
難
路
な

ど
を
確
認
で
き
る
『
防
災
マ
ッ
プ
』
を
改

訂
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
配
布
し
ま
し
た
。

防災マップ「洪水・土砂災害防災マップ幌別地区」

▲�冬に災害が発生
することも
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あなたの避難場所はどこですか

災害が発生した場合
家族がどこにいるか
分かりますか

発
生
す
る
災
害
に

備
え
る

災
害
に
備
え
て

な
ど
に
分
散
し
て
備
蓄
を
し
て
い
ま
す
が
、

必
要
最
低
限
の
数
量
で
あ
る
た
め
、
災
害

の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
長
期
間
の
対
応
は

困
難
で
す
。
ま
た
、
津
波
に
よ
り
高
台
に

あ
る
避
難
場
所
へ
避
難
し
た
場
合
や
、
自

宅
で
被
災
し
、
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
な
ど
、
市
の
備
蓄
品
を

す
ぐ
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　
各
家
庭
に
お
い
て
、
家
族
全
員
分
の
食

糧
を
最
低
３
日
分
、
可
能
で
あ
れ
ば
７
日

分
を
備
蓄
す
る
こ
と
で
、
突
然
発
生
す
る

災
害
に
も
対
応
で
き
ま
す
。
実
際
に
災
害

が
発
生
し
た
時
に
、
自
分
自
身
の
身
を
守

る
の
は
自
分
で
す
。
家
族
全
員
を
守
る
た

め
に
も
、
家
族
一
人
ひ
と
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
食
糧
品
や
懐
中
電
灯
、
携
帯
ラ
ジ
オ
な

ど
、
非
常
時
に
必
要
な
も
の
を
ま
と
め
、

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場
所
に
配
置
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
大
き
な
地
震
に
よ
る
災
害

で
は
、
家
具
が
転
倒
し
、
家
の
中
で

被
災
さ
れ
た
方
も
多
く
い
ま
す
。
家

具
を
金
具
で
固
定
す
る
な
ど
、
自
宅

を
よ
り
安
全
な
場
所
に
す
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
、
家
族
み
ん
な
で
考

え
て
、
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　
『
防
災
マ
ッ
プ
』
は
、
北
海
道
が
平
成

24
年
６
月
に
公
表
し
た
太
平
洋
沿
岸
に
お

け
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
や
、
約
50
年
に

１
回
程
度
起
こ
る
大
雨
が
発
生
し
、
市
内

の
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の
予
想
結
果
に

基
づ
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
が
、
津
波
浸

水
予
測
範
囲
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
か
ら

外
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
被
害
に
あ

わ
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
災
害
は
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
も
の
と
し

て
、
非
常
時
の
持
出
品
を
準
備
し
た
り
、

日
頃
か
ら
家
族
で
発
生
し
た
時
に
ど
の
よ

う
に
行
動
す
る
か
話
し
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
市
は
、
被
災
時
に
向
け
て
、
備
蓄
用
の

パ
ン
な
ど
の
食
糧
や
飲
料
水
、
発
電
機
、

懐
中
電
灯
、
毛
布
な
ど
を
市
内
の
避
難
所

　災害が発生したときに、家族全員が一緒にいる
とは限りません。災害時には、携帯電話などが使
用できず、連絡をとることができない可能性もあ
ります。皆さんは、災害時に、家族全員がどこに
避難するか話し合ったことはありますか。
　東日本大震災の際には、家族の安否を確認する
ために自宅に戻った方が、津波によって被災した
ケースがありました。一人ひとりがどのように行
動し、どこに避難すべきか、あらかじめ話してお
くことで、二次災害の危険を減らすことにつなが
ります。
　災害の種類によって、安全な場所は異なります
が、特に子どもの場合であれば、災害発生時に的
確な判断をすることが難しいものです。あらかじ
め、自宅や職場、学校など、家族それぞれが日頃
多くの時間を過ごす場所で、地震が発生したら、
土砂災害の危険が高まったらなど、さまざまな状
況を想像し、避難場所を決めることもいいのでは
ないでしょうか。もし、災害発生時に離ればなれ
になってしまったとしても、家族で決めたルール
が、皆さんの焦る気持ちを抑え、適切な行動をと
ることにつながります。

その時　あなたは
どのように行動しますか

◀
避
難
所
に
よ
っ
て
対
応
可
能
な
災
害
が
異
な
る
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的
確
な
情
報
を

集
め
る

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

携
帯
電
話
な
ど

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
報
車

テ
レ
ビ

登
別
市
防
災
メ
ー
ル

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

気
象
警
報
・
注
意
報
（
気
象
庁
）

北
海
道
土
砂
災
害
警
戒
情
報
シ
ス
テ
ム
（
北
海
道
）

川
の
防
災
情
報
（
国
土
交
通
省
）

地
震
本
部
（
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
）

　
ま
た
、
５
日
先
ま
で
に
台
風
、
低
気
圧
、

前
線
な
ど
に
よ
り
、
警
報
級
の
大
雨
な
ど

　
市
内
62
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
、
大
津

波
警
報
な
ど
の
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た

場
合
や
、
市
が
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
し

た
場
合
に
、
音
声
を
放
送
し
た
り
、
サ
イ

レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
な
お
、
聞
き
漏
ら
し
た
り
、
雨
な
ど
に

よ
り
、
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
場
合
な
ど

は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
�
０
１
９
３
）

に
電
話
す
る
こ
と
で
、
放
送
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
通
話
料
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
自
然
災
害
情
報
（
緊
急
地
震
速
報
、
大

津
波
警
報
、
気
象
警
報
な
ど
）
や
防
災
情

報
（
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊
急
）
な

ど
）
を
携
帯
電
話
な
ど
へ
メ
ー
ル
配
信
し

ま
す
。

　
次
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

か
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://ser�

vice.sugum
ail.com

/noboribetsu/

）

か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
を
送
信

し
、
登
録
す
る
こ
と
で
、

受
信
で
き
ま
す
。

※
登
録
は
無
料
で
す
。

※�

通
信
料
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※�

な
お
、
「
登
別
市
防
災
情
報
」
の
配
信

は
、
平
成
30
年
３
月
を
も
っ
て
終
了
し

ま
す
。
登
別
市
防
災
メ
ー
ル
の
登
録
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
緊
急
情
報
な
ど
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
公
開
し
ま
す
。
避
難
所

の
開
設
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
発
表
中
の
各
種
警
報
・

注
意
報
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
http://www.jm

a.go.jp/jp/warn/

　
北
海
道
内
の
土
砂
災
害

警
戒
情
報
や
降
雨
情
報
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

　

http://www.njwa.jp/hokkaido-sa�
bou/sp/

　
山
間
部
な
ど
の
雨
量
や

川
の
水
位
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
、
浸
水
や

が
予
想
さ
れ
て
い
る
場
合
も
、
地
域
ご
と

に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

き
ま
す
。

洪
水
の
可
能
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

http://www.river.go.jp/kawabou�
/ipTopGaikyo.do

　
日
本
各
地
の
地
震
に
関

す
る
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
30
年

の
間
に
大
き
な
地
震
が
起
き
る
可
能
性
を

予
測
し
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

http://www.jishin.go.jp/
　
災
害
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
場
合
な
ど
、

広
報
車
が
地
域
を
巡
回
し
な
が
ら
広
報
し

ま
す
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
し
て
い
る

場
合
、
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
下
す

る
こ
と
で
、
最
新
の
気
象
情
報
や
防
災
情

報
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
自
然
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
を
い
ち
早
く
察
知
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
災
害

発
生
時
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
判
断
が
生
死
を
分
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
発
生
す

る
前
に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
、
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
情
報
を
素
早
く
的

確
に
得
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
や
家
族
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害
の
危

険
が
迫
っ
た
時
に
は
、
広
報
車
の
音
声
や
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
の
ほ
か
に

も
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
普
段
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う

な
情
報
が
確
認
で
き
る
の
か
、
一
度
、
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

その時　あなたは
どのように行動しますか
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地域での取り組み

防
災
訓
練
に

参
加
す
る

防
災
訓
練
で
気
付
く
こ
と

頼
り
に
な
る
地
域
の
つ
な
が
り

時
に
は
危
険
な
場
所
に
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
時
を

想
像
し
な
が
ら
、
避
難
経
路
に
隠
れ
て
い

る
危
険
を
把
握
し
た
り
、
災
害
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
る
避
難
場
所
へ
行
っ
て
み
る

こ
と
が
、
災
害
発
生
時
に
役
に
立
ち
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
避
難
場
所
な

ど
に
避
難
し
て
い
る
人
に
、
温
か
い
手
料

理
で
元
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

炊
き
出
し
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。

　
２
月
に
は
、
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て
、

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
永
和
園
で
、

災
害
時
に
使
用
で
き
る
設
備
を
使
用
し
、

調
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
、
炊
き
出
し
の
手
順
や

災
害
時
に
重
要
視
さ
れ
る
手
際
の
良
さ
な

ど
を
確
認
で
き
た
ほ
か
、
参
加
者
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、
地
域
で
暮
ら
す
人

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
行
い
、
支
え

合
う
こ
と
が
、
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
て
、

発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
町
内
会
な
ど
が
主
体
と
な

っ
て
、
地
域
で
開
催
す
る
防
災
訓
練
や
防

災
研
修
会
へ
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
実
際
に
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
き
た

時
、
平
常
心
で
い
る
こ
と
は
難
し
く
、
頭

で
分
か
っ
て
い
て
も
行
動
に
移
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
に
適
切
に
動
け
る
よ
う
、
家
族

み
ん
な
で
防
災
訓
練
な
ど
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
実
際
に
、
避
難
場
所
ま
で
歩
く
こ
と
で
、

気
付
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
普
段
歩
い
て

い
る
道
で
あ
っ
て
も
、
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
塀
が
崩
れ
る
な
ど
、
災
害

　
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
は
、

災
害
時
に
も
大
切
な
「
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
」
を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
、
家
族
だ
け
で
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

時
、
一
番
近
く
に
い
る
人
は
、
近
く
で
暮

ら
す
地
域
の
皆
さ
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
救
助
隊
な
ど
が
到
着
す
る
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
で
、

守
ら
れ
る
命
が
あ
り
ま
す
。

　
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
へ
の

参
加
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
機

会
の
一
つ
に
な
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助

け
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
一

助
と
な
り
ま
す
。

　地域住民が集まり、自分たちのまちを自分たちで守るため
に結成する自主防災組織など、市内では、町内会をはじめ、
多くの団体が、防災に向けた活動に取り組んでいます。
　災害発生時に炊き出し支援を行おうと、同じ地域で暮らす
人たちが集まって活動を始めた団体にお話しを伺いました。

幌別鉄南地区連合町内会婦人部

部長　山
やま

田
だ

美
み

津
つ

恵
え

さん

その時　あなたは
どのように行動しますか

▲大雨によって崩れた擁壁

▶�

灯
油
を
燃
料
と
す
る
移
動
式

調
理
器
具
も
使
用
し
た
炊
き

出
し
訓
練

6� 防災特集　その時　あなたはどのように行動しますか



平成29年度
総合防災訓練

▶問い合わせ　
　総務グループ（☎�１１３０）

日
頃
か
ら
防
災
を

意
識
す
る

海
抜
表
示
看
板
や

高
台
避
難
誘
導
看
板
な
ど
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
防
災
の
基
本

す
。
普
段
か
ら
、
高
台
避
難
誘
導
看
板
な

ど
を
意
識
し
、
高
台
避
難
場
所
へ
の
経
路

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
発
生
し
た
災
害
に
対
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
て
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る
よ
う
、

防
災
資
機
材
の
整
備
や
非
常
用
食
糧
な
ど

の
備
蓄
を
し
て
い
る
ほ
か
、
防
災
研
修
会

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災

意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ざ
と
い
う
時
に
協
力
し
て
災

害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
近
隣
市
町
や
自

衛
隊
、
企
業
な
ど
、
53
の
団
体
（
平
成
29

年
８
月
現
在
）
と
協
定
を
結
ぶ
な
ど
、
防

災
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
局
所
的
な
大
雨
や
地
震
に
よ

る
津
波
な
ど
、
大
き
な
災
害
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
市
役
所
や
協
力
団
体
に
加
え
、

自
主
防
災
組
織
や
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
各
地
で
こ
れ
ま
で
に
起
こ
っ
た
災

害
は
、
多
く
の
教
訓
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
災
害
を
知
り
、
教
訓
を
生
か
す
こ
と

で
今
後
発
生
す
る
災
害
の
被
害
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

に
防
災
意
識
が
根
付
き
、
高
ま
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
や
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ

ん
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
「
災

害
に
つ
よ
い
ま
ち
」
と
な
り
ま
す
。

　
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
災
害
は
起
こ

る
も
の
と
し
て
、
そ
の
時
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

　
ご
自
宅
の
近
く
で
、
海
抜
表
示
看
板
な

ど
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
は
、

日
頃
、
生
活
し
て
い
る
場
所
の
海
抜
を
表

示
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災

に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
、
こ
れ
ま
で
に
海
抜
表
示
看
板
を

市
内
で
海
抜
が
低
い
地
域
に
あ
る
電
柱
や

施
設
約
430
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

津
波
の
恐
れ
が
あ
る
時
に
、
市
民
や
観
光

客
の
皆
さ
ん
が
速
や
か
に
高
台
避
難
場
所

へ
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
津
波

浸
水
予
測
範
囲
内
に
高
台
避
難
誘
導
看
板

の
設
置
も
進
め
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に

は
、
新
た
に
登
別
地
区
や
中
央
地
区
、
青

葉
地
区
、
新
生
地
区
の
４
地
区
に
お
い
て

も
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
津
波
が
発
生
し
た
時
は
、
よ
り
早
く
、

よ
り
高
い
場
所
へ
逃
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

　
登
別
市
は
、
海
や
山
、
川
な
ど
自
然
豊

か
な
ま
ち
で
あ
る
一
方
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
が
ど
こ
で
も
発
生
し
得
る
地
域
で
あ

る
と
も
い
え
ま
す
。
実
際
に
、
こ
れ
ま
で

も
多
く
の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
、

水
害
の
多
か
っ
た
登
別
市
で
は
、
古
く
か

ら
治
水
工
事
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
自
然
災
害
の
発
生
を
完
全
に
防

ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

　市は、９月30日㈯に登別地区にお
いて、地震や津波の発生を想定した
総合防災訓練を行います。会場での
訓練はどなたでも参加できます。ぜ
ひご家族で、訓練に参加してみませ
んか。

▶日時　平成29年９月30日㈯
▶会場　登別中学校グラウンド
▶内容　�津波避難訓練と会場実動訓

練の２部構成

　　　◦�屋外スピーカーのサイレン
吹鳴訓練

　　　　�※�登別地区をはじめ、市内
の一部地域にあるスピー
カーからサイレンを吹鳴
します。

◦�緊急速報メール・エリア�
メールなどの配信テスト
　※�ＮＴＴドコモ、ａｕ、�
ソフトバンクの携帯電�
話に自動的にメールが�
配信されます。

◦�応急復旧訓練、防災用品の展示、
体験コーナー、備蓄品の配布、炊
き出し訓練　など

その時　あなたは
どのように行動しますか

▲�高台避難誘
導看板

◀�平成25年に行った
総合防災訓練

▲�海抜表示看
板
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下水道の豆知識

知りたい下水道のこと

下
水
道
は
ど
ん
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
？

下
水
道
が
な
い
と

ど
う
な
る
の
？

登
別
市
の
下
水
道
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　下水道には『汚
お

水
すい

管』と『雨水管』があります。
　『汚水管』は、各家庭から出された生活雑排水やし尿を若山
浄化センターに運ぶため、『雨水管』は、雨水を集めて川など
に流し、大雨による浸水被害を防ぐためのものです。
　登別市の場合、『汚水管』と『雨水管』は
別々に整備しており、マンホールにも、汚水
と雨水の表示がされていますので、見つけて
みてください。
　なお、『汚水管』の整備は、おおむね終了
していますが、『雨水管』の整備は、今後も
続けていく予定です。

　９月10日は『下水道の日』です。
　下水道は、見えないところで私たちの暮らしを支えています。
　今号では、皆さんに下水道への理解と関心を深めてもらうため、私たち
の身近な生活に関わる下水道の役割や仕組みについてお知らせします。
▶問い合わせ　下水道グループ（☎�９０５２）

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
、

洗
濯
や
お
風
呂
、
食
器
洗
い
な
ど
に
使
っ
た

『
生
活
雑
排
水
』
や
ト
イ
レ
で
排
泄
さ
れ
る

『
し
尿
』
を
処
理
し
て
、
清
潔
で
快
適
な
生

活
環
境
を
保
つ
た
め
に
役
立
っ
て
い
る
ほ
か
、

『
雨う

水す
い

』
を
速
や
か
に
排
水
す
る
こ
と
で
、

道
路
の
浸
水
被
害
を
防
ぎ
、
ま
ち
を
守
る
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
昭
和
56
年
度
か
ら
市
内
の
下
水
道

の
整
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
以
前
、
多
く
の
家

庭
で
は
、
し
尿
は
各
家
庭
に
設
け
ら
れ
た
便

槽
に
貯
め
ら
れ
、
一
定
程
度
溜
ま
る
と
、
市

の
し
尿
収
集
車
に
く
み
取
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
が
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
水
洗
化
し
た
家
庭
で
は
、
排
泄
と
同

時
に
宅
外
に
排
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
生
活
雑
排
水
の
多
く
は
、
道
路
脇

の
側
溝
な
ど
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
道

路
脇
の
側
溝
は
、
多
く
の
場
合
、
川
に
繋
が

っ
て
い
る
た
め
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た

生
活
雑
排
水
は
、
川
に
流
れ
込
み
、
川
や
海

の
水
が
汚
れ
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
生
活
雑
排
水
が
排
出
さ
れ
た
道
路

脇
の
側
溝
に
は
、
油
が
浮
き
、
ハ
エ
や
蚊
が

発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
衛
生
環
境
の
悪

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
各
家
庭
の
生
活
雑
排
水
は
、
き
れ
い

な
水
に
処
理
さ
れ
て
か
ら
、
川
に
放
流
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
道
路
脇
の
側
溝
に
、
油
が
浮
い
て
虫
が
発

生
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
衛
生
環
境
が
向

上
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
川
や
海
の
水
が
き

れ
い
に
な
る
な
ど
、
自
然
環
境
の
向
上
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
管
は
、
道
路
に
沿
っ
て
敷
設
さ
れ

て
お
り
、
私
た
ち
の
住
む
家
は
下
水
道
管
と

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
家
か
ら
出
さ
れ
た
生
活
雑
排
水

や
し
尿
は
、
下
水
道
管
を
通
っ
て
『
若
山
浄

化
セ
ン
タ
ー
』
（
若
山
町
）
に
運
ば
れ
、
き

れ
い
な
水
に
処
理
し
て
か
ら
川
に
放
流
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
末
時
点
で
、
下
水
道
整
備

を
計
画
す
る
地
域
の
95
・
７
㌫
で
整
備
が
終

了
し
、
そ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
９
割
近
く

の
方
が
、
下
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
人
口
の
少
な

い
地
域
な
ど
で
は
、
下
水
道
管
を
整
備
す
る

代
わ
り
に
、
市
が
希
望
に
応
じ
て
各
家
庭
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
事
業
（
個
別
排
水
処
理

施
設
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
を
設
置
し
た
家
庭
で
は
、
生
活
雑

排
水
や
し
尿
が
浄
化
槽
で
き
れ
い
な
水
に
処

理
さ
れ
、
近
く
の
排
水
溝
な
ど
に
流
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
、
下
水
道
の
整
備
と
浄
化
槽
の

設
置
事
業
に
よ
り
、
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
、

生
活
雑
排
水
や
し
尿
を
衛
生
的
に
処
理
す
る

仕
組
み
が
整
っ
て
い
ま
す
。

もっと

▲�汚水の表示がされ
ているマンホール
のふた

8� もっと知りたい下水道のこと



下水道の豆知識

下
水
道
を
維
持
す
る
た
め

計
画
的
な
経
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す

下
水
道
は
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
使
用
料
で

支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　下水道が整備されることにより、個人の生活環
境が向上したのはもちろんですが、川や海などの
自然環境の保全にも寄与するなど、下水道が行う
事業の中には、公共性が高く、利用者以外の方に
も効果が及ぶものが少なくありません。
　このように、下水道事業は、公共的役割の高さ
から、毎年、国の示す一定の基準に基づいて、市
から補助を受けており、使用料で経費をまかなう
ことを基本としつつも、経費の一部については、
補助でまかなわれています。

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く

使
用
料
で
ま
か
な
う
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
環
境
の
向
上
、
そ
し
て
自

然
環
境
の
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
下
水
道
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
使
用

料
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
で
は
、
下
水
道
使
用
料
を
、
月

々
の
水
道
の
使
用
量
に
応
じ
て
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
水
道
料
金
と
あ
わ
せ
て
２

カ
月
ご
と
に
請
求
し
て
い
ま
す
。

※�

下
水
道
に
流
さ
れ
る
量
を
メ
ー
タ
で
量
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
使
っ
た
水
の
量

を
も
と
に
し
て
、
一
カ
月
の
下
水
道
使
用

料
を
計
算
し
て
い
ま
す
。

住民説明会

もっと知りたい　下水道のこと

出前説明会

　
下
水
道
は
、
市
民
の
生
活
環
境
の
維
持
や

自
然
環
境
を
保
全
し
て
い
く
上
で
、
途
切
れ

る
こ
と
な
く
継
続
し
て
経
営
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
公
共
事
業
の
一
つ
で
す
が
、

今
後
、
市
の
人
口
は
減
少
し
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
下
水
道
利
用
者
の
減
少
や
使
用

料
収
入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、

利
用
区
域
を
拡
大
す
る
た
め
の
建
設
事
業
は
、

ほ
ぼ
終
了
し
て
お
り
、
す
で
に
設
置
し
た
下

水
道
管
な
ど
を
で
き
る
だ
け
長
く
使
え
る
よ

　
道
路
や
学
校
、
集
会
施
設
な
ど
、
自
治
体

が
提
供
す
る
公
共
事
業
の
多
く
は
、
税
金
で

ま
か
な
う
の
が
一
般
的
で
す
。

　
し
か
し
、
下
水
道
は
、
他
の
公
共
事
業
と

は
異
な
り
、
全
て
の
市
民
が
同
量
の
効
果
を

受
け
る
も
の
で
は
な
く
、
個
人
で
利
用
し
た

効
果
が
明
ら
か
で
、
対
価
性
が
高
い
と
い
う

特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
治
体
が
経
営
す

る
『
公
営
企
業
』
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
公
営
企
業
は
、
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、

事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
と
な
る
経
費
は
、

う
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

老
朽
化
に
伴
う
更
新
に
備
え
る
な
ど
、
計
画

的
な
経
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
、
昨
年
、
今
後
12
年
間

の
経
営
見
通
し
や
経
営
健
全
化
の
た
め
の
取

り
組
み
を
『
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
』
と
し

て
ま
と
め
、
使
用
料
見
直
し
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
証
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
今
後
12
年
間
に
約
12
億
円
の

資
金
不
足
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

30
年
１
月
１
日
に
下
水
道
使
用
料
を
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
は
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
な
下

水
道
を
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
な
経
営
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

知りたい下水道のこともっと

日時・場所　
◎９月27日㈬・婦人センター２階講堂
◎９月28日㈭・鷲別公民館２階ホール
◎９月29日㈮・市民会館１階大会議室
※�いずれの会場も、昼（14時～）と夜
（18時～）の二部制です。
※�申し込みは必要ありませんので、ご
都合のよい会場にお越しください。

　市は、平成30年１月１日に、下水道使用料の
改定を行うにあたり、利用者である市民の皆さ
んに、改定の内容や改定が必要となった理由な
どについてご理解いただくため、住民説明会を
開催するほか、希望により出前説明会を行いま
す。

開�催日時・場所　応募団体の希望日時・
場所
※�都合により希望に添えない場合があ
ります。
対象　５人以上の団体・グループ
申�し込み　応募要領を参照の上、開催
申込書を下水道グループへ提出
※�応募要領と開催申込書は、下水道グ
ループに備え付けしているほか、市
公式ウェブサイトに掲載しています。

9 もっと知りたい下水道のこと



　
今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
市
内
の
小
・

中
学
校
に
市
民
憲
章
唱
和
の
依
頼
と
あ
わ

せ
て
、
小
学
４
年
生
を
対
象
に
市
民
憲
章

が
記
載
さ
れ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布

し
、
市
民
憲
章
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。
な
お
、
優
秀
作
品
に
つ
き

ま
し
て
は
、
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
11
月
号
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
20
日
㈬
に
は
市
内
の
中
学

校
や
大
型
ス
ー
パ
ー
な
ど
、
３
カ
所
で
、

通
学
や
買
い
物
中
の
皆
さ
ん
に
市
民
憲
章

文
を
差
し
こ

ん
だ
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ

ュ
な
ど
の
啓

発
品
を
配
布

し
、
街
頭
啓

発
を
行
い
ま

す
。

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
市
民
憲

章
の
精
神
を
継
承
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
は
、
市
民
憲
章

制
定
50
周
年
を
迎
え
る
年
と
な
り
、
記

念
事
業
の
実
施
に
向
け
、
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
先

人
た
ち
が
市
民
憲
章
に
込
め
た
思
い
や

考
え
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
今
後
も
市
民
憲
章
推
進
の
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
当
協
議
会
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

市
民
憲
章
が
制
定
さ
れ
た
９
月
20
日
を

市
民
憲
章
啓
発
日
と
し
て
、
市
内
小
中

学
校
や
商
業
施
設
な
ど
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
街
頭
啓
発
や
市

民
憲
章
の
唱
和
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
近
年
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
と

し
た
事
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
未
来

　
わ
た
し
た
ち
は
　
古
い
歴
史
と
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た

登
別
の
市
民
で
す

　
こ
こ
に
　
わ
た
し
た
ち
の
心
が
ま
え
を
定
め
て
よ
り
よ
い

ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
ま
す

一
　
心
身
を
き
た
え
よ
く
働
い
て
　
活
気
あ
ふ
れ
る�

�

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　
明
る
く�

�

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
自
然
を
愛
し
　
力
を
あ
わ
せ
て
　
緑
と
空
気
と
太
陽
の�

�

い
っ
ぱ
い
あ
る
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の
　
健
全
な�

�

夢
の
育
つ
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
　
教
養
を
つ
み
　
視
野
を
広
げ
て
　
平
和
で
文
化
の�
�

か
お
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

登別市民憲章推進協議会
会長　池

いけ

畠
はた

　泰
やす

彦
ひこ
さん

9
月
20
日
は
登
別
市
民
憲
章
制
定
日
で
す

登
別
市
民
憲
章

▼
問
い
合
わ
せ

　
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
連
絡
所

（
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
�
１
０
７
９
）

今
年
度
の
事
業
紹
介

市民憲章啓発の取り組み

▲昨年度行った街頭啓発

10� ９月20日は登別市民憲章制定日です
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782
岡志別の森
運動公園

北海道曹達㈱
幌別事業所
特設駐車場

第２駐車場

第１駐車場

至幌別

岡志別川

至市民プール

～車でお越しの方へ～

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
気
持
ち
の
い
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

市
民
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
２
９
）

10/1㈰
９時～

　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
と
市
民
プ
ー
ル
を
会
場
に

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
競

技
終
了
後
は
各
会
場
を
17
時
ま
で
無
料
開
放
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康

づ
く
り
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　駐車場は、岡志別の森運動公園第１駐車場と第２
駐車場、北海道曹

ソ ー ダ

達㈱幌別事業所の特設駐車場、市
民プール駐車場をご利用ください。

◎プール内イベント（水着持参）
個人水泳タイム計測
時間　10時～15時

親子ベビー水泳教室
時間　10時～10時30分
対象　生後６カ月～３
　歳の子ども（保護者
　同伴）

障害物競争
時間　10時45分～11時10分
対象　幼児、小学生

水中玉入れ競争
時間　11時20分～
　11時50　分、14
　時30分～15時
対象　幼児や小学
　生とその保護者

宝探しゲーム
時間　13時～13時30分
対象　幼児、小学生

パン食い競争
時間　13時45分～14時15分
対象　幼児、小学生

◎プール外イベント（上靴持参）
骨の健康測定会と
柔道整復師のシゴト
時間　10時～12時、13時～15時
内�容　日本工学院北海道専門学校柔道整復
科の学生による骨密度測定、食事や運動
のアドバイス、パネルなどを使って柔道
整復師の仕事を紹介

ボッチャ・ゲーリング体験会
　障がいのある方もない方も楽しめる『ボ
ッチャ』と『ゲーリング』を体験できます。
時間　10時～12時

トレーニングマシン体験
対象　中学生以上

市民ソフトボール大会
対�象・定員　高校生以上・16チーム（監督
を含め９人以上12人以内、定員を超えた
場合は抽選）

参加料　１チーム5,500円
申�し込み　９月21日㈭９時に申込書を登別
市文化・スポーツ振興財団（☎�１１１
６）に提出

市民パークゴルフ大会
　男子・女子の部に分かれ、18ホール・２
ラウンド・ストロークプレー方式の個人戦
を行います。
対�象・定員　18歳以上の方・100人（申し
込み順）

参加料　600円（当日支払い）
申�し込み　９月９日㈯から24日㈰までに申
込書を岡志別の森運動公園事務所（☎�
２５２５）に提出

駅伝大会
種�目　小学生低学年の部、小学生高学年の
部、中高一般の部（１チーム５人で、そ
れぞれ男子の部・女子の部があります）

申�し込み　９月15日㈮までに申込書を社会
教育グループに提出

スポーツ鬼ごっこ
　１チーム５人で挑戦する、鬼ごっこをも
とにつくられたスポーツ競技です。
時間　10時～12時

ノルディックウオーキング体験
　岡志別の森運動公園から３コース（１㌔
㍍、４㌔㍍、６㌔㍍）に分かれて歩きます。
時�間　９時～12時（受付は８時30分から8
時50分まで）

定員　30人（当日先着順）
持�ち物　帽子、タオル、雨具、飲み物、ポ
ール（貸し出しあり）

軽食コーナー
時間　11時～13時30分
品�目　そば、うどん、おにぎり、カレー
ライスなど

事前申込み

当日参加可能

当日参加可能

市民プールらくあ会場 岡志別の森運動公園会場

11 市民スポーツ・健康フェスティバル



▲�消防車や水素で走る燃料電池自動車に大人も興味
津々

▲�ステージで行われた北海自衛太鼓による演奏

７
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
、
川
上
公
園
で
、
『
第
５
回
の

ぼ
り
べ
つ
夏
祭
り
～
い
ぶ
り
食
と
文
化
の
祭
典
～
』
（
同

実
行
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
を
通
し
て
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
郷

土
芸
能
「
熊く

ま

舞ま
い

」
や
北
海
自
衛
太
鼓
、
特
別
開
催
と
な
っ

た
鬼
花
火
な
ど
、
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
迫
力
あ
る
催
し

に
感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
登
別
閻え

ん

魔ま

や
き
そ
ば
の
早
食
い
大
会
や
鬼
の

金
棒
投
げ
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
、
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
も
充
実
。
参
加
し
た
知
人
を
応
援
し
た
り
、
露
店
で

出
品
さ
れ
た
北
海
道
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打

つ
な
ど
、
思
い
思
い
の
２
日
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
22
日
㈯
に
は
、
同
会
場
で
行
わ
れ
て
い
た
パ
ト

カ
ー
や
ク
レ
ー
ン
車
、
除
雪
車
な
ど
に
乗
車
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
は
た
ら
く
車
展
」
に
あ
わ
せ
て
、
消
防
団
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
、
入
団
促
進
を
図
る
た
め
、
パ
ネ
ル
や

ポ
ス
タ
ー
、
消
防
車
な
ど
の
展
示
を
行
い
、
地
域
で
活
動

す
る
消
防
団
の
役
割
や
重
要
性
を
来
場
者
に
伝
え
ま
し
た
。

第５回のぼりべつ夏祭り
　　　　～いぶり食と文化の祭典～

食べた、見た、
　　参加した２日間

７
月
14
日
㈮
、
幌
別
西
小
学
校
で
『
邦
楽
鑑
賞
会
』

（
市
教
育
委
員
会
、
登
別
三さ

ん

曲き
ょ
く

協
会
、
幌
別
西
小
学
校

主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が
伝
統
的
な
音
楽
や
和

楽
器
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
３
年
度
か
ら
市
内
各
小
学
校
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
初
回
と
な
る
こ
の
日
は
、
幌
別
西
小
学
校

の
６
年
生
49
人
が
出
席
。
登
別
三
曲
協
会
の
会
員
が
演

奏
す
る
『
六
段
の
調し

ら
べ
』
や
『
春
の
海
』
の
美
し
い
旋
律

を
聞
い
た
ほ
か
、
筝そ

う

と
尺
八
を
演
奏
し
、
日
本
古
来
の

文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

邦
楽
鑑
賞
会

伝
統
の
文
化
に
親
し
む

7
�22・23

7
� 14▲�写真を見せながら説明する講師の声に耳を傾ける受講者

宥
座
之
器

７
月
25
日
㈫
、
市
民
会
館
で
『
第
２
回
国
際
理
解
講

座
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
講
座
で
は
、
毎
回
、
海
外
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
を

講
師
と
し
て
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
な
ど
に
つ

い
て
講
話
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
市
職
員
の
孔こ

う

佩は
い

群ぐ
ん

が
講
師
と
な
り
、
「
論

語
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
水
を
入
れ
す
ぎ
る
と

こ
ぼ
れ
て
し
ま
う
『
宥ゆ

う

座ざ

之の

器き

』
と
い
う
道
具
を
実
際

に
見
せ
な
が
ら
、
『
中ち

ゅ
う

庸よ
う

』
と
い
う
「
何
事
も
偏
り
す

ぎ
な
い
こ
と
の
大
切
さ
」
な
ど
の
解
説
を
受
け
、
受
講

者
は
、
孔
子
が
残
し
た
言
葉
の
強
さ
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
自
分
自
身
の
行
動
を
見
つ
め
直
し
て
い
ま
し
た
。

第
２
回
国
際
理
解
講
座

孔
子
の
言
葉
を

受
け
止
め
る

7
� 25

▲�登別三曲協会の会員の教えのもと、筝
そう

で『さくら』の演奏に
挑戦する児童

12� 東　奔　西　走



７
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮
、
し
ん
た
21
で
、
食
育
お
や

こ
料
理
教
室
『
登
別
漁
港
グ
ル
メ
を
食
べ
よ
う
』
（
市
・

登
別
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
主
催
）
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
料
理
教
室
で
は
、
の
ぼ
り
べ
つ
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
登
別
市
市
民
自
治
推
進
委
員
会

の
提
案
を
も
と
に
、
登
別
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
る
海
産

物
を
主
役
に
し
て
実
施
。
２
日
間
で
子
ど
も
と
保
護
者

計
41
人
が
、
ホ
ッ
キ
生
パ
ス
タ
や
エ
ビ
サ
ラ
ダ
、
皿
貝

ス
ー
プ
な
ど
の
調
理
に
挑
戦
し
、
地
元
の
食
材
を
生
か

し
た
料
理
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
お
い
し
い
」
の
声

が
次
々
と
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
を
味
わ
う
こ

と
で
、
調
理
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

登
別
漁
港
グ
ル
メ
を
食
べ
よ
う

み
ん
な
で
楽
し
く
調
理

▲�登別市食生活改善推進員に教えてもらいながら、子どもと保護者
は仲良く作業

8
� 5・6

7
� 28

８
月
８
日
㈫
、
登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
付
近
と
登
別

東
イ
ン
タ
ー
入
口
付
近
の
２
カ
所
で
『
外
国
人
観
光
客

に
対
す
る
人
と
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動
』
（
登
別
市
交

通
安
全
協
会
・
市
主
催
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
運
動
は
、
近
年
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
登
別
市
を
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
日
本
の

交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
て
も
ら
い
、
安
全
に
観
光
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
行
っ
た
初
の
試
み
で
す
。

こ
の
日
は
、
外
国
語
表
記
を
用
い
た
の
ぼ
り
な
ど
を

使
用
し
、
走
行
す
る
車
両
や
通
行
人
へ
交
通
安
全
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
人
と
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動

日
本
の
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
、
楽
し
い
旅
行
に

▲�ホテルのチェックアウトの時間に合わせて、交通安全を呼び
掛ける参加者（写真は登別グランドホテル付近）

8
� 8

８
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰
、
若
草
中
央
公
園
で
『
グ
リ
ー
ン
・

ピ
ア
　
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
30
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
穏
や
か
な
天
気
の

中
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
開
幕
。
バ
ン
ド
や

太
鼓
の
生
演
奏
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど

が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
来
場
者
は
、
多
様
な
催
し
物
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

初
日
の
夕
方
に
は
、
若
草
町
内
会
に
よ
る
『
輪
投
げ
・
フ
ラ

フ
ー
プ
大
会
』
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
景
品
獲

得
を
目
指
し
、
地
面
に
置
か
れ
た
三
角
コ
ー
ン
を
狙
っ
て
輪
を

投
げ
た
り
、
フ
ラ
フ
ー
プ
が
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
を
競
い

合
っ
た
り
し
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
定
番
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
が
行

わ
れ
、
戦
隊
ヒ
ー
ロ
ー
を
応
援
す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
に
会
場

は
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
祭
り
の
締
め
は
『
大
ビ
ン
ゴ

大
会
』
。
30
回
目
の
開
催
を
記
念
し
て
、
今
回
は
登
別
温
泉
の

宿
泊
券
な
ど
豪
華
な
景
品
が
並
び
、
参
加
者
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
の
番
号
の
発
表
に
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

第30回グリーン・ピア　サマーフェスティバル

多彩なステージイベント
で夏の思い出づくり

▲�ビンゴで豪華な景品が当たり、喜んで受け
取る参加者

▲�バトンを使った華麗な演技に見入る来場者

13 東　奔　西　走



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

フレッシュテニス
『
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
』
は
、
平

成
12
年
に
発
足
し
た
硬
式
テ
ニ
ス
の

サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
50
代
か
ら
70

代
ま
で
の
男
女
10
人
。
夏
は
、
毎
週

火
曜
日
９
時
30
分
か
ら
12
時
30
分
ま

で
岡
志
別
の
森
運
動
公
園
で
、
冬
は
、

毎
週
火
曜
日
13
時
30
分
か
ら
16
時
30

分
ま
で
総
合
体
育
館
で
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

「
と
に
か
く
健
康
で
、
こ
れ
か
ら

も
楽
し
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
話
す
の
は
、
代
表
の
中な

か

村む
ら

敏と
し

雄お

さ
ん
。

「
毎
年
９
月
に
な
る
と
、
サ
ー
ク

ル
内
で
交
流
戦
を
行
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
。
み
ん
な
力
が
出
し
切
れ
る
よ

う
に
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
」
と
中
村
さ
ん
は
サ
ー
ク
ル
の

近
況
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
サ
ー
ク
ル
で
は
、
毎
週

『
会
報
』
を
作
成
し
て
お
り
、
練
習

で
の
出
来
事
や
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
一

言
、
集
合
写
真
な
ど
、
い
つ
で
も
み

ん
な
で
情
報
交
換
が
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

今
年
の
５
月
に
入
会
し
た
ば
か
り

の
千ち

葉ば

美み

智ち

子こ

さ
ん
は
、
「
ス
ポ
ン

ジ
テ
ニ
ス
も
や
っ
て
い
ま
す
が
、
友

達
か
ら
の
誘
い
も
あ
っ
て
加
入
し
ま

し
た
。
硬
式
テ
ニ
ス
は
初
め
て
で
す

が
、
試
合
だ
け
で
は
な
く
、
打
ち
込

み
の
基
礎
練
習
も
し
っ
か
り
と
指
導

し
て
く
れ
る
の
で
、
ラ
ケ
ッ
ト
面
の

中
心
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
意
識
し

て
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

見
学
や
入
会
を
希
望
す
る
方
は
、

中
村
さ
ん
（
☎
�
８
１
２
８
）
ま
で
。

▲�打つ方向を意識して打ち込みの練習を
行うメンバー

みんなで楽しむことを一
番に、活動を心掛けてい
ます

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
56
回

　
夏
か
ら
秋
の
時
期
に
か
け
て
は
、
台
風

に
伴
う
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
風
水
害
や
土

砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
登

別
市
で
も
、
昨
年
の
台
風
10
号
に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
発
生
の

恐
れ
が
あ
る
と
き
に
は
、
市
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
『
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
』
や
『
避
難
勧
告
』
、
『
避
難
指

示
（
緊
急
）
』
を
発
令
し
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
な
ど
で
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

　
避
難
に
関
す
る
情
報
の
違
い
を
理
解
し

て
、
自
ら
の
身
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
　

　
速
や
か
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
促
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
な
ど
の
避
難

行
動
に
時
間
を
要
す
る
要
配
慮
者
や
そ
の

支
援
者
へ
、
避
難
の
開
始
を
促
す
も
の
で

す
。

◎
避
難
勧
告
　

　
災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き

に
、
避
難
所
な
ど
へ
の
避
難
を
促
す
も
の

で
す
。

◎
避
難
指
示
（
緊
急
）
　

　
自
然
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
被
害
が
発

生
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
ま
っ
た
場
合

に
、
避
難
所
な
ど
へ
の
避
難
を
指
示
す
る

も
の
で
す
。

市
が
発
令
す
る
避
難
勧
告
な
ど
の
違
い
を
知
る

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

発令されたときの避難行動

避難準備・高齢者
等避難開始　　　

◦�避難に時間を要する人（高齢の方、障
がいのある方、乳幼児を連れている方
など）は避難を開始する
◦�それ以外の方は、いつでも避難できる
よう準備をする

避難勧告　　　　 ◦�避難所などへ避難する

避難指示（緊急） ◦�直ちに避難する

※�避難することでかえって命に危険を及ぼす可能性がある状況
では、より安全な部屋などへ移動してください。

14� 知って備える防災メモ・仲間たち



「
熊
舞
を
見
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
が
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
た
時

が
一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
石

川
さ
ん
は
、
登
別
温
泉
熊
舞
の
会
に
加

入
し
て
９
年
目
。
い
つ
も
、
太
鼓
を
担

当
し
て
お
り
、
「
屋
内
で
演
じ
る
時
に

は
、
特
に
熊
と
狩
人
の
気
持
ち
が
伝
わ

る
よ
う
、
強
弱
を
つ
け
て
打
つ
こ
と
が

難
し
い
」
と
日
々
の
熊
舞
を
振
り
返
り

ま
す
。

登
別
温
泉
で
開
業
し
た
時
に
誘
わ
れ

て
加
入
し
た
石
川
さ
ん
は
、
お
祭
り
な

ど
で
熊
舞
を
見
て
い
た
も
の
の
、
「
ま

さ
か
自
分
が
熊
舞
の
会
に
加
わ
る
な
ん

て
、
考
え
て
も
み
な
か
っ
た
」
と
い
い

ま
す
。

昭
和
56
年
に
、
登
別
温
泉
街
で
働
い

て
い
た
人
た
ち
が
集
ま
り
、
観
光
の
活

性
化
を
目
的
に
、
ま
た
、
温
泉
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
創
作
し
た
熊
舞

は
、
狩
人
が
山
中
で
出
会
っ
た
２
頭
の

現
在
の
登
別
温
泉
熊
舞
の
会
は
17
人
。

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
も
あ
る
た
め
、
出
演
者

を
集
め
る
こ
と
が
難
し
い
時
も
あ
り
ま

す
が
、
「
出
演
依
頼
が
あ
れ
ば
断
ら
な

い
こ
と
」
を
大
切
に
し
、
都
合
の
つ
く

会
員
を
や
り
く
り
し
て
、
熊
舞
を
演
じ

て
い
ま
す
。

「
見
て
い
た
人
が
、
熊
舞
に
も
魅
力

を
感
じ
て
、
ま
た
見
た
い
、
ま
た
来
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
。

熊
舞
が
つ
く
ら
れ
て
か
ら
36
年
。
創

作
当
初
の
目
的
や
思
い
も
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
市
内
の
ホ
テ
ル
や
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、

今
日
も
の
ぼ
り
べ
つ
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

熊
に
導
か
れ
、
地
獄
谷
に
た
ど
り
着
い

た
と
い
う
言
い
伝
え
に
基
づ
い
た
郷
土

芸
能
で
す
。

以
前
か
ら
会
と
し
て
市
内
の
中
学
校

で
熊
舞
を
教
え
る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
現

在
の
会
員
の
中
に
は
、
登
別
温
泉
中
学

校
で
熊
舞
を
習
っ
て
い
た
人
も
い
る
そ

う
で
す
。
石
川
さ
ん
は
、
「
今
、
教
え

て
い
る
生
徒
が
、
い
つ
か
教
え
る
立
場

に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
」
と

次
の
世
代
が
引
き
継
い
で
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

引
き
継
が
れ
る
熊く

ま

舞ま
い

熊
舞
も
魅
力
の
一
つ
に

昭和47年、登別市生まれ。44歳。
市外の旅行会社で経験を積んだ後、平成18年、登別市に戻り、
登別温泉にあるホテルに勤務。平成20年、登別温泉町に「の
ぼりべつトラベルコンダックス」（旅行代理店）を開業し、
現在は、登別温泉への宿泊やレンタカーの手配などを行いな
がら、熊舞や地獄の谷の鬼花火など、市内のイベントに積極
的に参加している。

石
いし

川
かわ

　元
はじめ

さん（登別温泉町）
　皆さんは、郷土芸能「熊

くま

舞
まい

」を知っていま
すか。
　山の中をさまよっていた狩人が、偶然出会
った大きな２頭の熊を、うまく手なずけ、転
がしたり立ち上がらせたりする、迫力満点の
郷土芸能です。　　　
　主に登別温泉のホテルで宿泊客に対して披
露されることが多い熊舞ですが、市内外で行
われるイベントにも出演することがあります。
７月に川上公園で行われた「のぼりべつ夏祭
り」で見た方もいるのではないでしょうか。
　今回は、熊舞を演じる登別温泉熊舞の会の
一員で、大きな熊と狩人にあわせて、太鼓を
演奏する石川元さんに熊舞への思いを伺いま
した。

のぼりべつにまた来
たいと思ってもらい
たい

▲�熊と狩人の軽快な掛け合いで観客
を魅了する『熊舞』
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

１０月の粗大ごみ収集

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』を
貼って出してください（１回につき５品まで）。

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
２

期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
第
４
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
３
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
普
通
徴
収
第
３
期
）
の
納

期
限
は
10
月
２
日
㈪
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

　
次
の
日
程
で
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
の
で
、
工
事
期
間
中
は
正
面
駐
車

　
胆
振
総
合
振
興
局
管
内
の
沖
合
海

域
で
、
マ
ツ
カ
ワ
カ
レ
イ
（
タ
カ
ノ

ハ
、
タ
ン
タ
カ
）
の
放
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
海
域
で
、
全
長
35
㌢
㍍
未
満

の
マ
ツ
カ
ワ
カ
レ
イ
を
採さ

い

捕ほ

し
た
場

場
所
　
幌
別
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内�

容
　
分
列
行
進
、
６
つ
の
消
防
分

団
に
よ
る
消
防
団
技
術
応
用
訓
練
、

女
性
分
団
に
よ
る
軽
可
搬
ポ
ン
プ

操
法
、
鷲
別
分
団
に
よ
る
小
型
ポ

ン
プ
操
法
、
登
別
温
泉
分
団
に
よ

る
ポ
ン
プ
車
操
法

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　
次
の
日
程
で
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
増
速
工
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
一
部
の
手
続
き

が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

工�

事
日
程
　
９
月
21
日
㈭
の
正
午
か

ら
終
日

利
用
で
き
な
い
手
続
き
　

◦�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
を
利
用
し
た
住
所
変
更

な
ど
の
手
続
き

◦�

電
子
証
明
書
発
行
な
ど
の
手
続
き

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
医
療

費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

発
送
時
期
　
平
成
29
年
９
月
下
旬

対�

象
診
療
月
　
平
成
29
年
１
月
～
６

月
※�

本
通
知
は
受
診
状
況
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
、
請
求
書
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問�
い
合
わ
せ
　
同
広
域
連
合
（
☎
011

－

290

－

５
６
０
１
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

場
と
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
が

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

工�

事
期
間
　
９
月
５
日
㈫
～
11
月
30

日
㈭
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
　

◦�
駐
車
場
の
使
用
に
つ
い
て
…
総
務

Ｇ
（
☎
�
１
１
３
０
）

◦�

充
電
器
の
使
用
に
つ
い
て
…
環
境

対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
・
☎
�
２
９
５
８
）

◦�

登
別
市
以
外
の
市
区
町
村
の
住
民

票
の
写
し
交
付
申
請

◦�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
手
続
き

※�

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
１
８
５
５
）

　
消
防
団
員
の
消
防
技
術
の
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
日
頃
の

訓
練
に
よ
り
培
っ
た
消
防
技
術
を
競

う
消
防
訓
練
大
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
24
日
㈰
13
時

合
は
、
資
源
保
護
の
た
め
、
速
や
か

に
海
に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
胆
振
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
事
務
局
（
☎
㉔
９
８
１
２
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

市
役
所
本
庁
舎
の

改
修
工
事
に
つ
い
て

釣
り
人
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

市
民
窓
口
の

手
続
き
に
つ
い
て

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

～
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
～

平
成
29
年
度

登
別
市
消
防
訓
練
大
会

地　区 収集期間 申込期間

美園町４～６丁目 10月２日㈪～
10月７日㈯　

９月19日㈫～
９月29日㈮　

富浦町１～５丁目、幸町、
登別本町、登別港町

10月９日㈪～
10月14日㈯　

９月25日㈪～
10月６日㈮　

片倉町、新栄町、札内町、来馬
町、富浦町（１～５丁目を除く）

10月16日㈪～
10月21日㈯　

10月２日㈪～
10月13日㈮　

美園町１～３丁目 10月23日㈪～
10月28日㈯　

10月10日㈫～
10月20日㈮　

富岸町 10月30日㈪～
11月４日㈯　

10月16日㈪～
10月27日㈮　
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



必ず接種

　
北
海
道
大
学
、
札
幌
医
科
大
学
は
、

各
大
学
が
保
管
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
民

族
の
遺
骨
な
ど
の
う
ち
、
身
元
の
判

明
し
た
遺
骨
な
ど
を
お
返
し
す
る
手

続
き
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ

遺
骨
等
返
還
室
（
☎
０
１
２
０

－
622

－

277
）
、
札
幌
医
科
大
学
事
務

局
（
☎
０
１
２
０

－

361

－

115
）

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
法
定
雇
用
率
が
変
わ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
内
容
　

◦�

民
間
企
業
の
法
定
雇
用
率
が
2.2
㌫
、

平
成
33
年
４
月
ま
で
に
は
2.3
㌫
へ

◦�

対
象
と
な
る
民
間
企
業
の
事
業
主

の
範
囲
が
従
業
員
45
・
５
人
以
上
、

法
定
雇
用
率
が
2.3
㌫
と
な
っ
た
場

合
は
43
・
５
人
以
上
へ

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
対
策
課
雇
用
対
策
係

�

（
☎
011

－

738

－

１
０
５
３
）

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
は
、
求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る

方
の
入
校
前
適
性
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

期
間
　
平
成
30
年
３
月
２
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
　
同
校

�

（
☎
０
１
２
５
�
２
７
７
４
）

　
全
て
の
事
業
主
に
は
、
一
定
の
割

合
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
９
・
10
月
の

２
カ
月
間
、
『
自
動
車
点
検
整
備
推

進
運
動
』
を
実
施
中
で
す
。

　
自
動
車
の
不
具
合
に
よ
る
事
故
の

防
止
な
ど
を
図
る
た
め
に
、
自
動
車

の
点
検
と
整
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
運
輸
局
室
蘭

運
輸
支
局
（
☎
㊹
３
０
１
３
）

ア
イ
ヌ
民
族
の
遺
骨
な
ど

を
返
還
し
ま
す

平
成
30
年
度

入
校
前
適
性
相
談

障
が
い
の
あ
る
方
の
法
定

雇
用
率
引
き
上
げ
に
つ
い
て

自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
強
化
月
間

秋の狂犬病予防注射を行います

※市内の獣医科医院でも接種することができます。
※�市外で接種した場合は、登別市が発行している狂犬病予防注
射済票の発行手続きが必要です。
▶問い合わせ　環境対策グループ
� （クリンクルセンター内・☎�２９５８）

▶料金　１頭につき3,110円
▼狂犬病予防注射日程表（雨天決行）

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
方
は
、
特
定
健
診

を
毎
年
１
回
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
２
千
636
人
（
受

診
率
31
・
６
㌫
）
の
方
が
受
診
し

ま
し
た
。

　
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を

発
見
す
る
機
会
で
す
。

　
毎
年
続
け
て
受
診
す
る
こ
と
で
、

検
査
値
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
重
症
化
し
な
い
よ
う
、
早
い

段
階
で
改
善
す
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化

を
予
防
で
き
る
と
、
国
民
健
康
保

険
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

※�

対
象
者
に
は
、
４
・
５
月
中
に

受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
７
７
１
）

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

特
定
健
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

市民プール『らくあ』の利用料を助成します
　市は、国民健康保険に加入している大学生以上
の方を対象に、６カ月カードの利用料助成を行っ
ています。
　購入する場合は、市民プール窓口に顔写真を持
参し、国民健康保険被保険者証を提示してくださ
い。
※�障害者手帳の交付を受けている場合は、通常料
金が半額になります。
▼６カ月カードの金額　

区分 年齢区分 通常料金 国民健康保険
加入者の料金

プールと
トレーニング
ルーム

一般・大学生 15,000円 13,000円

65歳以上 9,000円 8,000円

トレーニング
ルームのみ

一般・大学生 9,000円 8,000円

65歳以上 3,000円 2,500円

実施時間 実施地区 実施場所
９時00分 ～ ９時10分 鷲別町３丁目 鷲別公民館
９時20分 ～ ９時30分 若草町５丁目 老人憩の家『優和園』
９時45分 ～ ９時55分 富岸町２丁目 富岸青少年会館
10時10分 ～ 10時20分 富士町７丁目 老人福祉センター
10時35分 ～ 10時45分 幌別町３丁目 鉄南ふれあいセンター
11時00分 ～ 11時10分 千歳町３丁目 幌別中学校
11時30分 ～ 11時40分 登別本町２丁目 円山・石山通交差点
11時50分 ～ 12時00分 登別東町２丁目 登別公民館

/10 1日

17 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



募
　
集

　
新
築
や
改
築
を

し
た
方
、
表
示
板

を
紛
失
・
破
損
さ

れ
た
方
に
、
家
屋

な
ど
の
所
在
を
分

か
り
や
す
く
す
る

家
屋
表
示
板
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
都

市
政
策
Ｇ
（
☎
�
３
２
３
０
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

◎
医
療
介
護
事
務
科
②
　

期�
間
　
10
月
24
日
㈫
～
平
成
30
年
１

月
23
日
㈫

場�

所
　
登
別
職
業
訓
練
協
会

つ
い
て

※�

当
日
は
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
の

ご
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
法
人
課

税
第
１
部
門
（
☎
㉒
４
４
３
５
）

定
員
　
20
人

費�

用
　
約
２
万
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

募
集
期
間
　
10
月
４
日
㈬
ま
で

◎
介
護
福
祉
マ
ス
タ
ー
科
②
　

期�

間
　
11
月
１
日
㈬
～
平
成
30
年
２

月
28
日
㈬

場�

所
　
三
幸
カ
レ
ッ
ジ
室
蘭
校

定
員
　
20
人

費�

用
　
約
１
万
３
千
円
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
）

募
集
期
間
　
10
月
11
日
㈬
ま
で

※�

願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
㉒
８
６
８
９
）

　
市
は
、
平
成
30
年
１
月
１
日
に
、
下
水
道
使
用
料
の
値

上
げ
（
平
均
約
15
㌫
）
を
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
９
月
号
か
ら
12
月
号
ま
で
の
４
回
に
わ
た
り
、

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆ア

ン
ド
Ａ
で
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
９
０
５
２
）

　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
使
用
料
の
改
定
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
や
改

定
後
の
料
金
早
見
表
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　

①�
10
月
17
日
㈫
13
時
30
分
～
14
時
30

分
②
10
月
19
日
㈭
10
時
～
11
時

場�

所
　
室
蘭
地
方
合
同
庁
舎
５
階
大

会
議
室
（
室
蘭
市
入
江
町
１

－

13
）

内
容
　

①�

軽
減
税
率
（
軽
減
対
象
品
目
、
帳

簿
・
請
求
書
の
記
載
方
法
、
税
額

計
算
な
ど
）
の
概
要
に
つ
い
て

②�

軽
減
税
率
制
度
へ
対
応
す
る
中
小

企
業
の
事
業
者
へ
の
支
援
措
置
に

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

職
業
訓
練
　
訓
練
生
募
集

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
の

説
明
会
～
事
業
者
向
け
～

どうなるの？
『下水道使用料』

指定管理者を募集します

問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）

　家庭で使う水の量が、
◦�一カ月15㎥で、一カ月当た
り405円の値上がり

◦�一カ月20㎥で、一カ月当た
り540円の値上がり

◦�一カ月30㎥で、一カ月当た
り756円の値上がり

となります。

　下水道使用料は『基本料金』
と『超過料金』に分かれてお
り、使った水の量が８㎥以下
の場合は『基本料金』だけか
かります。その場合は、一カ
月当たり216円の値上がりと
なります。

私のおばあちゃんは
一人暮らしで水を使
う量も少ないと思う
んだけど、
どのくらい
値上がりす
るの？

下水道使用料が値上
がりになるって聞い
たけど、どのくらい
の値上げに
なるの？

　民間事業者による弾力性や柔軟性のある施設運
営を図るため、指定管理者を募集します。
▶対象施設　市民活動センター
　（緑町１丁目１－４）
▶期間　平成30年４月１日～
　平成35年３月31日（５年間）
▶�対象　法人やその他の団体・
グループ

▶�申し込み　10月２日㈪までに、市民協働グルー
プに備え付けまたは市公式ウェブサイトに掲載
している申請書類に必要事項を記入の上、市民
協働グループまで提出

※�９月12日㈫14時、市民活動センターで募集説明
会を開催しますので、希望の方は、９月11日㈪
までに市民協働グループまで申し込みください。
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す
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い
合
わ
せ
』



写真で語る昔の

い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

◎�

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

月
日
　
10
月
14
日
㈯

受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

月�

日
　
９
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
の
い

ず
れ
か
一
日

受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選
抜
）

月
日
　
９
月
23
日
㈯

受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈫
～
７
日
㈭

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前
期
）

月
日
　
11
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

◎
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

月
日
　
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

受
付
期
間
　
９
月
５
日
㈫
～
29
日
㈮

※�

受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
締
切
日
必

着
で
す
。

※�

応
募
資
格
や
資
料
・
志
願
票
の
請

求
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
㊹
９
５
３
３
）

日
時
　

基
礎
講
習

◦�

９
月
24
日
㈰
９
時
～
14
時

養
成
講
習

◦�

９
月
24
日
㈰
14
時
～
17
時

◦�

９
月
30
日
㈯
９
時
～
17
時

◦�

10
月
１
日
㈰
９
時
～
17
時

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
15
歳
以
上
で
全
て
受
講
で
き

る
方

※�

基
礎
講
習
の
み
の
受
講
も
可
能
で

す
。

内�

容
　
専
門
の
指
導
員
に
よ
る
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生

法
、
傷
の
手
当
て
、
止
血
方
法
、

搬
送
・
救
護
な
ど
の
講
習

※�

全
課
程
を
修
了
し
た
方
に
は
『
受

講
証
』
を
、
最
終
日
の
検
定
合
格

者
に
は
『
認
定
証
』
を
交
付
し
ま

す
。

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費�
用
　
１
千
500
円
（
基
礎
講
習
）
、

１
千
700
円
（
養
成
講
習
）

※�

市
内
在
住
の
生
徒
・
学
生
ま
た
は

市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
・

月
日
　
10
月
29
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
（
特
類
、
第
１
～
５

類
）
、
乙
種
（
第
１
～
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

学
生
は
、
受
講
料
が
半
額
に
な
り

ま
す
。

申�

し
込
み
　
９
月
15
日
㈮
ま
で
に
日

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
�
１
９
１

１
）

◦�

書
面
申
請
…
９
月
19
日
㈫
～
26
日

㈫
◦�

電
子
申
請
…
９
月
16
日
㈯
～
23
日

㈯
※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
一
般
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

月
日
　
10
月
29
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市
な
ど

内�

容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６

類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦�

書
面
申
請
…
９
月
19
日
㈫
～
26
日

㈫
◦�

電
子
申
請
…
９
月
16
日
㈯
～
23
日

㈯
※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
一
般
財

団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

自
衛
官
（
学
生
）

採
用
試
験

赤
十
字
救
急
法
　
基
礎
講
習
・

救
急
員
養
成
講
習

平
成
29
年
度
　
第
３
回

消
防
設
備
士
試
験

平
成
29
年
度
　
第
６
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

第２回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

－平成元年９月18日～21日－
はまなす国体バドミントン競技開催

▲�鷲別小学校前を走る大会旗・炬
きょ

火
か

リ
レー

　
「
君
よ
今
、
北
の
大
地
の
風
と
な
れ
」

　
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第
44
回
国
民
体

育
大
会
（
は
ま
な
す
国
体
）
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
が
、
登
別
市
で
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
の
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
の
は
平
成

元
年
９
月
。

　
市
は
観
光
地
と
し
て
の
『
も
て
な

し
国
体
』
、
市
民
参
加
に
よ
る
『
手

づ
く
り
国
体
』
を
合
言
葉
に
、
市
内

の
団
体
・
個
人
が
『
は
ま
な
す
国
体

の
成
功
を
め
ざ
す
登
別
市
民
の
会
』

を
結
成
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
た
ほ
か
、
『
は
ま
な
す
国
体
都
道

府
県
別
市
民
応
援
団
』
を
結
成
し
て

選
手
へ
の
激
励
や
市
内
観
光
ガ
イ
ド

な
ど
を
行
う
な
ど
、
市
民
一
丸
と

な
っ
て
大
会
の
成
功
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
４
日
間
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら

380
人
の
選
手
や
監
督
が
参
加
し
、
幾

多
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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日
時
・
場
所
　

◎�

10
月
13
日
㈮
・
19
日
㈭
９
時
～
12

時
30
分
…
婦
人
セ
ン
タ
ー

◎�

10
月
17
日
㈫
・
18
日
㈬
10
時
～
14

時
…
市
内
介
護
施
設

対�

象
　
高
齢
者
へ
の
家
事
援
助
や
介

護
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
方

内�

容
　
加
齢
に
伴
う
心
身
の
変
化
な

ど
の
講
義
、
介
護
施
設
で
の
実
習

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
10
月
５
日
㈭
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

日
時
　
９
月
28
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

対
象
　
子
育
て
中
の
女
性
の
方

内�

容
　
就
職
支
援
の
講
話
、
装
飾
品

作
り
（
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
９
月
21
日
㈭
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

介
護
入
門
研
修

～
介
護
サ
ー
ビ
ス
人
材
確
保
事
業
～

婦
人
セ
ン
タ
ー
講
座

～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
座
～

北海道営住宅 入居者募集

◎一般世帯向け（次の全ての要件に該当する方）　
◦�世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内でそれを証明できる方
◦�入居者や同居者が、『暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律』第２条第６号に規定する暴力
団員でない方
◦�同居者がいる方（単身不可のみ）
◎高齢者等世帯向け（次のいずれかの要件に該当する方）　
◦�申込者が60歳以上の方で、同居者のいずれもが60歳以上または18歳未満の世帯
◦�申込者または同居者が60歳以上の方で、同居者が申込者の配偶者のみである世帯
◦�申込者または同居者が60歳以上の方で、同居者が申込者の配偶者と18歳未満の世帯
◦�入居者または同居者に障害者基本法第２条に該当する障がいのある方
※募集案内書の設置場所やその他の要件などについては、問い合わせください。
▶受け付け期間・場所　
◎９月４日㈪・５日㈫９時30分～16時30分…登別市民会館
◎９月６日㈬～８日㈮９時30分～16時30分…北海道営住宅胆振管理センター（室蘭市東町２丁目17－11）
▶抽選会日時・場所　９月13日㈬10時…室蘭市中小企業センター（室蘭市東町４丁目29－１）
※抽選会は公開抽選で行います。
▶問い合わせ　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎�７２４０）

▶募集住宅（12戸）　
団地名 棟番号 広さ・階数 面積 築年 住宅分類

であえーる
はまなす団地

Ａ－16 ２LDK・１階 48.7平方㍍ 平成21年 一般世帯向け（単身可）

Ａ－25 ２LDK・２階 58.5平方㍍ 平成21年 一般世帯向け（単身不可）

Ａ－53 ２LDK・５階 58.5平方㍍ 平成21年 一般世帯向け（単身不可）

登別西団地
Ａ－11 ３LDK・１階 69.6平方㍍ 昭和59年 高齢者等世帯向け（単身不可）

Ｂ－41 ３LDK・４階 69.6平方㍍ 昭和60年 一般世帯向け（単身不可）

若山団地 Ｂ－103 ３LDK・１階 69.2平方㍍ 昭和64年 高齢者等世帯向け（単身不可）

新川団地
３－322 ３LDK・２階 73.6平方㍍ 平成12年 一般世帯向け（単身不可）

３－324 ３LDK・２階 73.6平方㍍ 平成12年 東日本大震災避難世帯向け
（単身不可）

登別東町団地

Ｂ－303 ３LDK・３階 77.6平方㍍ 平成７年 一般世帯向け（単身不可）

Ｃ－202 ３LDK・２階 79.9平方㍍ 平成９年 一般世帯向け（単身不可）

D－304 ２LDK・３階 61.1平方㍍ 平成12年 一般世帯向け（単身不可）

Ｅ－302 ３LDK・３階 70.7平方㍍ 平成14年 一般世帯向け（単身不可）

20� くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



市職員出前フリートークを
　　　　　ご利用ください

パブリックコメント（意見公募）を募集します
＜募集期限　９月30日㈯まで＞

▶案件名　登別市耐震改修促進計画の改定（案）
▶�閲覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、市民
会館、しんた21、市立図書館、市立図書館アーニ
ス分館、市民活動センター、建築住宅グループに
備え付けるほか、市公式ウェブサイトに掲載
▶�意見の提出方法　閲覧場所に備え付けの専用用紙
か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電
話番号、⑤意見を記入し、閲覧場所に備え付けの
『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、
Ｅメールで建築住宅グループ（〒059－8701中央
町６丁目11、☎�４３９９、思�８２８６、Ｅ
メール：�kenchikuka@city.noboribetsu.lg.jp）

※�電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできま
せん。
▶�意見に対する回答　寄せられた意見に対する市の
考え方は、市公式ウェブサイトに掲載するほか、
閲覧場所に閲覧ファイルを備え付けます。
※�意見を提出された方に対して個別の回答は行いま
せん。
※�意見を提出された方の住所、氏名、電話番号は公
表しません。

　皆さんが知りたいテーマを市職員が分かり
やすく説明しますので、ぜひご利用ください。
▶テーマの決定　テーマは自由です
※『おすすめメニュー』もご活用ください。
▶日時・場所　団体が希望する日時・場所
※都合により希望に添えない場合があります。
※�場所の手配などは、申し込みをした方にお
願いしています。

▶対象　５～20人程度のグループ
▶�申し込み　希望する日時、場所、テーマ、
人数を電話で企画調整グループ

� （☎�６５８６）

空き家対策、消費者トラブル、マイナンバー
制度、登別市水道事業、防災、男女共同参画、
ごみの正しい分別方法、縄文出前講座、資料
が語る登別の歴史、暮らしに役立つ図書館の
活用術

職種 業務員 児童厚生員 児童厚生員兼
放課後児童支援員

募集人数 １人 ２人 １人

勤務地 市役所 富士児童館または富浜児童館 常盤児童館（クラブ）

業務内容 各種証明書の交付などの
窓口業務

遊具や図書などを通して、児
童に健全な遊びを指導する業
務

遊具や図書などを通して、児
童に健全な遊びを指導する業
務

給料月額 130,600円 135,500円 135,500円

勤務時間
９時～17時30分のうち週
29時間勤務（月２回程度、
木曜日13時15分～19時）

３月～10月…12時～17時
11月～２月…12時～16時30分

８時～18時30分のうち週29時
間勤務（一日４時間30分～５
時間勤務）

休日 土・日曜日、祝日など 日曜日、祝日など 日曜日、祝日など

資格など 30歳～63歳の方 30歳～63歳で、保育士などの資格または教員免許を有する方

▶任用期間　10月１日㈰～平成30年３月31日㈯（任用の更新については募集要項をご確認ください）
▶試験月日・場所　９月22日㈮・市役所（詳しい場所や時間は、後日ご連絡します）
▶試験方法　面接試験
▶�申込方法　人事・行政管理グループや各支所に備え付けまたは市公式ウェブサイトに掲載の申込書に、
必要事項を記入の上、９月14日㈭まで（土・日曜日を除く）に人事・行政管理グループへ持参
▶募集職種、勤務条件など　

登別市嘱託員を募集します 問い合わせ
　人事・行政管理Ｇ（☎�１１３２）

おすすめメニュー

21 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



創業塾を開催します

日時 内容 講師 費用

10月15日㈰13時～15時
10月18日㈬18時～20時
※どちらか一日。　　

◦�オリエンテーション
◦�創業に必要な準備
◦�ビジネスアイデアの創出

株式会社アステップ
代表取締役・
中
なか

野
の

　貴
たか

英
ひで

さん
（中小企業診断士）

無料

10月22日㈰13時～15時
10月25日㈬18時～20時
※どちらか一日。　　

◦�マーケティングの基本
◦�売上を伸ばすための販売
戦略の策定方法

株式会社アステップ
山
やま

田
だ

　仁
ひと

美
み

さん
（中小企業診断士）

5,000円
※�全ての講座を
受講すること
ができます。

10月29日㈰13時～15時
11月１日㈬18時～20時
※どちらか一日。　　

◦�創業計画書の作成方法
◦�資金調達の方法
◦�資金繰りの考え方

中小企業診断士事務所
アントレＣＳ代表・
田
た

中
なか

　修
おさ

身
み

さん
（中小企業診断士）

11月15日㈬18時～20時
11月19日㈰13時～15時
※どちらか一日。　　

◦�雇用に関する基礎知識
◦�人材育成の考え方
◦�各種助成金の紹介

コンサルティングチーム
W
ホ ワ イ ト

hite�A
ア ロ ウ

rrow代表・
石
いし

坂
ざか

　育
やす

仁
ひと

さん
（中小企業診断士）

11月26日㈰10時～15時

◦�創業計画の作成
◦�創業して間もない方や長
年企業を経営されてきた
方の話

中小企業診断士事務所
アントレＣＳ代表・
田
た

中
なか

　修
おさ

身
み

さん
（中小企業診断士）

問い合わせ
登別商工会議所
（☎�４１１１）

▶場所　登別商工会議所３階研修室
▶対象　創業をお考えの方や関心のある方、創業から５年未満の方
▶定員　30人（申し込み順）
▶�申し込み　９月29日㈮までに件名（創業塾）、氏名、住所、電話番号を電話またはＥメールで登別商工会
議所（☎�４１１１、Ｅメール：info@noboribetsu.cci.or.jp）
▼日時・内容など　
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町　名 丁目・番地 月　　日
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

登別本町

１丁目 22・24 １６・１７ 2８ １

２丁目 １～24番地 ２・３ 2５・2７ １８ ２・３
2５番地～　 ４ 2８ １9・2０ ５
３丁目 ５・６ 29・３０ 22・2３ ６

登別東町

１丁目 ７・１０ １ 24 ７・８
２丁目 １１ ２・４ 2５ ９
３丁目 １2 ５ 2６・2７ １０・１2

４丁目 １～29番地 １9・2０・2１ １2・１３ ３・５ １9・2０
３０番地～　 １７・１８ ９・１１ １・２ １６・１７

５丁目 １～３０番地 2５・2６・2７ １５・１６ ８・９ 24・2６
３１番地～　 2３・24 １4 ６・７ 22・2３

富 浦 町 全　　域 ４・６・７
８・９

22・2５・2６
2７・2８

１６・１７・１9
2０・2１

2７・2８・29
３０・３１

千 歳 町 ４～６丁目 2８・３０・３１ １８・１9 １０・１３
幌 別 町 全　　域 １６・１７・１８ １０・１１・１2 22・2３・24
中 央 町 全　　域 １３・１4・１６ ６・７・８ 29・３０・３１ １３・１4・１５
柏 木 町 全　　域 2０・2１ １３・１５ 2６・2７
片 倉 町 全　　域 １・２ 2０・2１ １4・１５
大 和 町 全　　域 １６・１７・１８ １０・１１・１2 2６・2７・2８
若 山 町 全　　域 2０ １３・１５ １
富 岸 町 １～３丁目 ４・５・６ 29・３０ 24・2５ ９・１０・１2

新 生 町 １～３丁目 2０・2１・2３ １１・１2 ６・７ 24・2６
４～６丁目 24・2５ １３・１4 ８・９ 2７・2８

栄　 町 全　　域 2６・2７・2８ １５・１６・１８ １０・１３・１4 29・３０・３１

鷲 別 町
１～３丁目 ３０・３１ １・２ １9・2０・2１・22 １５・１６・１７・１9

４～６丁目 ４・６・７
８・９ 2５・2６・2７・2８ 2０・2１・22

2３・24

若 草 町 １～４丁目 2１・22・24 １６・１７・１８ ２・３・５
５・６丁目 2５・2７ １9・2０・22 ６・７

美 園 町
１～４丁目 ７・１０・１１

１2・１３ １・２・４・５ 2６・2７・29・３０ １３・１4・１５・１６

５・６丁目 １4・１６・１７
１８・１9 ６・７・８・９ ３１ １・２・３・５ １７・１9・2０

22・2３
上鷲別町 全　　域 ２・３ 2８ 2３ ８

し尿収集日のお知らせ 平成29年10月～平成30年３月

臨時収集地域 ▶臨時収集・最終くみ取りの申し込み
　収集に関する問い合わせ

▶料金などに関する問い合わせ

◎収集時は立ち会い、収集量を確認してください
◎�クリーンチケットで支払う場合は、事前にチケット
をご用意ください
◎収集日は、天候などにより前後することがあります
◎�臨時収集を希望される方は、５日程度の余裕をみて
申し込みください
◎�転居・転出される方は、必ず最終くみ取りを行って
ください

株式会社東洋興業（☎�２９３５）
※�受付時間は９時～16時です（土・日曜日、
祝日、12月31日㈰～平成30年１月５日㈮
を除く）。
※�11月11日㈯から15日㈬までは、し尿投入
施設点検整備のため、収集は行いません。
※�年内の申し込みは、12月20日㈬までです。

カルルス町、上登別町、登別温泉町、中登別町、
登別港町、札内町、来馬町、鉱山町、川上町、
新栄町、幸町、千歳町（１～３丁目）、千歳町
の一部、富岸町の一部、常盤町、富士町、新川
町、桜木町、緑町、青葉町

環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 10月21日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

10月13日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

９月23日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

９月22日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

９月21日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

９月14日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

９月28日㈭・29日㈮
17時30分～20時
９月30日㈯９時～17
時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

９月８日㈮・22日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

アイヌ民族の方の
ための電話相談

（公財）人権教育啓発推進センター

月～金曜日
９時～17時
※祝日、年末年始を除く。

電話相談 日常生活でお困りのこと、嫌
がらせ、差別など

アイヌ民族の方のため
の専用フリーダイヤル
（☎0120－771－208）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
・
場
所
　

◦�

９
月
４
日
㈪
・
10
月
２
日
㈪
10
時

～
15
時
…
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�

９
月
６
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

９
月
13
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

◦�

９
月
20
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
、
昼
食

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
か
水
）
、

着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
　
９
月
９
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
体
操
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ

※�

晴
天
時
は
外
遊
び
を
し
ま
す
。

持�

ち
物
　
着
替
え
、
帽
子
、
飲
み
物

（
お
茶
か
水
）
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会

所
に
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
９
月
８
日
㈮
10
時
～
12
時

日
時
　
９
月
19
日
㈫
11
時
～
12
時

集�
合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
亀
田
記
念
公
園
で
親
子
徒
競

走
や
玉
入
れ
な
ど

※�

雨
天
時
は
屋
内
で
お
楽
し
み
会
を

実
施
し
ま
す
。

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内�

容
　
外
遊
び
の
楽
し
み
方
に
つ
い

て
定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
９
月
７
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸35２２）

日時 診療所・住所・電話

９月３日㈰
９時～11時

御前水歯科クリニック
� （☎㉔８１４８）
室蘭市御前水町２丁目６－20
三愛病院歯科� （☎�１１１１）
登別市中登別町24－12

９月10日㈰
９時～11時

柴田歯科医院� （☎㊹１０２２）
室蘭市中島町１丁目24－７
だて歯科
� （☎０１４２㉓６４８０）
伊達市舟岡町24－46

９月17日㈰
９時～11時

いちはし歯科� （☎�４３２３）
室蘭市本輪西町３丁目６－13

９月18日㈪
９時～11時

宇賀歯科医院� （☎㉒６９８９）
室蘭市中央町２丁目９－10

９月23日㈯
９時～11時

日鋼記念病院歯科�（☎㉔１７１７）
室蘭市新富町１丁目５－13

９月24日㈰
９時～11時

森歯科クリニック�（☎�０１１８）
室蘭市港北町２丁目５－18

９月の歯科救急医療
問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成29年５月１日～
５月23日生まれ）

10月５日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成28年12月生まれ）

10月４日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成28年３月生まれ）

10月25日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成26年９月１日～
９月25日生まれ）

10月12日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

10月26日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康相談� 健康診査

25 すくすく子育て　いきいき健康
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日�

時
　
10
月
５
日
㈭
14
時
30
分
～
16

時
場�

所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
を

も
つ
保
護
者

講�

師
　
か
た
だ
歯
科
医
院
医
院
長
・

堅か
た

田だ

裕ゆ
う

さ
ん

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

日
時
　
10
月
19
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
妊
娠
し
て
い
る
方
と
そ
の
家

族
内�

容
　
沐も

く

浴よ
く

・
抱
っ
こ
・
お
む
つ
交

換
の
体
験
実
習
、
妊
婦
体
験
な
ど

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
10
月
13
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日�

時
　
９
月
11
日
㈪
・
22
日
㈮
10
時

～
12
時

場�

所
　
で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
１
階

集
会
室

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
工
作
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
�
０
８
６
０
）

日�

時
　
９
月
30
日
㈯
10
時
30
分
～
12
　

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内�

容
　
草
木
染
め
体
験

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
29
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

日�

時
　
９
月
29
日
㈮
９
時
30
分
～
13

時
集
合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
駐
車
場

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�
容
　
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
（
白
老

町
）
へ
バ
ス
遠
足

定
員
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
昼
食
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
28
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－
０
８
６
５
）

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
10
月
17
日
㈫
９
時
30
分
～
13

時
場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対�

象
　
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
77
円
（
保
険
料
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
着
替

え
、
帽
子
、
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
19
日
㈫
か
ら
22
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

申�

し
込
み
　
９
月
４
日
㈪
か
ら
12
日

㈫
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
10
月
26
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

定
員
　
12
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
か
水
）
、

着
替
え
、
バ
ス
タ
オ
ル

日�

時
　
10
月
11
日
か
ら
12
月
13
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
10
時
30
分
～
11

時
30
分
（
全
10
回
）

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
４
歳
未
満
の
子
ど
も
を
も
つ

同
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い

お
母
さ
ん

内�
容
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ヨ
ガ
、
骨
格

メ
イ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
燃
焼
系

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

申�

し
込
み
　
９
月
25
日
㈪
か
ら
29
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
500
円
（
託
児
料
含
む
）

申�

し
込
み
　
９
月
４
日
㈪
か
ら
15
日

㈮
ま
で
に
健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た

21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

『
良
い
歯
を
育
て
る
』

～
親
子
で
取
り
組
む 

む
し
歯
予
防
～

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

鷲
別
子
育
て
サ
ロ
ン

『
と
～
ま
す
』

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

森
で
遊
ぼ
う
～
親
子
バ
ス
遠
足
～

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

は
い
は
い
コ
ー
ス

～
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
～

は
つ
ら
つ
マ
マ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

～
秋
コ
ー
ス
参
加
者
募
集
～

新入学児童健康診断

会場（入学予定校） 健康診断日時 簡易テスト日時
登別小学校 10月24日㈫

12時30分～
10月18日㈬
13時30分～

幌別東小学校 10月20日㈮
12時30分～

10月24日㈫
13時～　　

幌別小学校 10月25日㈬
12時30分～

10月４日㈬
13時～　　

幌別西小学校 10月12日㈭
12時30分～

10月25日㈬
14時～　　

青葉小学校 10月17日㈫
12時30分～

10月24日㈫
13時～　　

富岸小学校 10月３日㈫
12時30分～

10月25日㈬
14時～　　

鷲別小学校 10月11日㈬
12時30分～

10月26日㈭
13時50分～

若草小学校 10月23日㈪
12時30分～

10月26日㈭
13時15分～

　平成30年４月から小学校へ入学する児童の
健康診断と簡易テストを行います。入学にあ
たっての健康指導や入学後の保健指導などに
役立てるものですので、必ず受診してくださ
い。
▶�対象　市内に住所を有する平成23年４月２
日から平成24年４月１日生まれまでの方

※�対象世帯で、９月20日㈬までに通知が届か
ないときは、問い合わせください。

▶問い合わせ　学校教育グループ（☎�1162）

26� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

子宮頸
けい

がん・乳がん検診

若い世代の健康診査 千円ドックを受診しませんか

子宮頸がん検診 乳がん検診

日時
11月28日㈫

午前の部　９時～ 午前の部　９時～
午後の部　13時～ 午後の部　13時～

場所 しんた21

対象 奇数月生まれの
20歳以上の女性

奇数月生まれの
40歳以上の女性

内容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィー検査
定員 午前100人、午後100人 午前50人、午後40人

料金 1,700円 2,200円
（50歳以上は1,900円）

日時
11月６日㈪ 11月８日㈬

13時30分～
場所 しんた21

対象 19歳から39歳までの健診を受ける機会のない方
※今年度40歳になる方、学生、妊婦は対象外です。

内容 身体計測、血圧測定、尿検査、
血液検査（貧血、コレステロール、血糖値）

定員 各日60人（申し込み順）
料金 1,500円（登別市国民健康保険の加入者は無料です）

日時 11月13日㈪
９時～　　

11月14日㈫
９時～　　

11月15日㈬
９時～　　

11月22日㈬
９時30分～

場所 市民会館 鷲別公民館 労働福祉
センター

鉄南ふれあい
センター

対象 　国民健康保険または後期高齢者医療制度に加入して
いる40歳以上の方

検査
項目

○必須項目
　身体・血圧・視力・聴力測定、尿・血液（血糖値、
脂質、肝・腎機能、貧血）検査、心電図検査、眼底検
査、大腸がん検診（便潜血）、肺がん検診
○選択項目（無料）
　胃がん検診（バリウム）
　前立腺がん検診…治療中でない50歳以上の男性対象

定員 各60人（申し込み順） 各30人（申し込み順）

料金 1,000円
※保険税（料）に滞納がある方は検査料金が異なります。

持ち物 特定健診または健康診査の受診券

※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加
入者、生活保護世帯、市民税非課税世帯は無料
です。
※�託児を行いますので、希望者は申し込み時に申
し出ください（午前中の受診のみ）。
▶�申し込み　10月13日㈮までに、希望する検診名・
時間帯、氏名（ふりがな）、生年月日、住所、
電話番号、健康保険の種類、託児される子ども
の人数・年齢を記入し、郵送またはファクス、
Ｅメールで健康推進グループ（〒059－0016片倉
町６丁目９－１、思�０１１１、Ｅメール：
shinta21@city.noboribetsu.lg.jp）

▶問い合わせ　健康推進グループ
� （しんた21内・☎�０１００）

※�託児を行いますので、希望者は申し込み時に申し出
ください。
※�健診の結果によって、後日、保健指導があります。
▶�申し込み　10月２日㈪までに、希望する健診名：若
い世代の健康診査、希望日、氏名（ふりがな）、生
年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、託児さ
れる子どもの人数・年齢を記入し、郵送またはファ
クス、Ｅメールで健康推進グループ（〒059－0016片
倉町６丁目９－１、思�０１１１、Ｅメール：
shinta21@city.noboribetsu.lg.jp）
▶問い合わせ　健康推進グループ
� （しんた21内・☎�０１００）

※�特定健診や健康診査、短期人間ドック、脳ドックとの
重複受診はできません。
▶�申し込み　９月６日㈬から10月20日㈮までに国民健康
保険グループ（☎�１７７１）、年金・長寿医療グ
ループ（☎�２１３７）

日�

時
　
９
月
20
日
㈬
10
時
30
分
～
12

時
30
分

場�

所
　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

２
階
料
理
実
習
室

内�

容
　
食
材
使
い
回
し
お
ば
ん
ざ
い

作
り
（
辛か

ら

子し

焼や
き

、
白
和
え
な
ど
）

定
員
　
８
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
800
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
２
枚

申�

し
込
み
　
９
月
13
日
㈬
ま
で
に
同

病
院
栄
養
管
理
室

�

（
☎
�
３
２
３
５
）

日�

時
　
９
月
20
日
㈬
13
時
～
15
時
30

分
場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー
２
階

内�

容
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
介

護
予
防
に
関
す
る
講
義
、
は
し
ご

体
操
、
体
力
測
定
な
ど

申�

し
込
み
　
９
月
19
日
㈫
ま
で
に
高

齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

◦�

９
月
６
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
30

分
…
婦
人
セ
ン
タ
ー

定
員
　
各
60
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
希
望
日
の
前
日
ま
で
に

高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）

日
時
・
場
所
　

◦�

９
月
５
日
㈫
９
時
30
分
～
11
時
30

分
…
鷲
別
公
民
館

◦�

９
月
６
日
㈬
９
時
30
分
～
11
時
30

分
…
市
民
会
館

日
時
　
９
月
９
日
㈯
11
時
～
12
時

場
所
　
ア
ー
ニ
ス
１
階

内�

容
　
薬
局
の
賢
い
使
い
方
『
健
康

サ
ポ
ー
ト
薬
局
』
に
つ
い
て

講�

師
　
多
田
薬
局
本
店
管
理
薬
剤
師
・

多た

田だ

裕ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
�
５
９
６
２
）

日�
時
　
９
月
26
日
㈫
13
時
30
分
～
15

時
30
分
（
13
時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
精
神
科
医
に
聞
く
、
こ
こ
ろ

の
病
気
に
つ
い
て

講�

師
　
三
愛
病
院
精
神
科
医
師
・
長は

谷せ

川が
わ

伸し
ん

二じ

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院

�

（
☎
�
１
１
１
１
）

料
理
教
室

シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
講
座

介
護
予
防
体
操
研
修
会

医
療
相
談
会
・
講
習
会

第
９
回
　
市
民
公
開
講
座
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

９
月
号

問
い
合
わ
せ
　
政
策
秘
書
Ｇ

�

（
☎
�
１
０
３
０
）

日
時
　
10
月
８
日
㈰
13
時
～
17
時

場
所
　
ホ
テ
ル
平
安

※�

今
号
の
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
に
折
り

込
み
し
て
い
る
『
第
53
回
市
民
文

化
祭
の
ぼ
り
べ
つ
２
０
１
７
ご
案

内
』
で
は
、
開
催
日
を
10
月
１
日

㈰
と
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
10
月

８
日
㈰
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
吟
道
連
盟
・
今い

ま

川が
わ

さ

ん
（
☎
�
２
６
６
３
）

詩
吟
の
発
表
会

～
吟
道
連
盟
～

月日 場所
９月４日㈪～８日㈮ 鷲別公民館
９月11日㈪～15日㈮ 市民会館
９月20日㈬～22日㈮ 市立図書館
９月25日㈪～29日㈮ 市民活動センター
10月２日㈪～６日㈮ 市役所

10月10日㈫～13日㈮ 登別温泉ふれあい
センター

10月16日㈪～20日㈮ 婦人センター

日�

時
　
９
月
10
日
㈰
10
時
～
11
時
30

分
（
９
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
靴

申�

し
込
み
　
９
月
９
日
㈯
ま
で
に
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
８
４
７
０
）

　
９
月
は
19
日
㈫
・
23
日
㈯
・
29
日

㈮
と
毎
週
月
曜
日
が
休
館
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
・
内
容
　
９
月
２
日
㈯

①�

10
時
30
分
…
ア
ニ
メ
『
く
ま
の
が

日
時
　
９
月
23
日
㈯
13
時
30
分

場�

所
　
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

日
時
　
９
月
12
日
㈫
10
時
～
15
時

場
所
　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円
（
材
料
費
）

　
市
内
の
石
碑
に
つ
い
て
、
建
立
当

時
の
世
相
や
人
々
の
生
活
な
ど
に
関

す
る
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

期
間
　
９
月
16
日
㈯
～
12
月
３
日
㈰

場
所
　
郷
土
資
料
館

入
館
料
　
190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

※�
９
月
22
日
㈮
は
夜
間
無
料
開
放
。

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�
（
☎
�
１
３
３
９
）

日
時
　
９
月
30
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
９
月
９
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
９
月
６
日
㈬
・
20
日
㈬
10
時

30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
観
察
会

市
立
図
書
館
　
休
館
情
報

映
画
会

子
ど
も
の
困
り
事
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

～
障
が
い
の
あ
る
方
へ
～

傘か
さ
ぬ
の布
を
使
っ
て
の

マ
イ
バ
ッ
ク
作
り

郷
土
資
料
館
　
特
別
展

『
石
碑
が
語
る
地
域
の
歴
史
』

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の

読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

っ
こ
う
・
ジ
ャ
ッ
キ
ー
の
パ
ン
や

さ
ん
』

②
13
時
30
分
…
邦
画
『
ト
ロ
ッ
コ
』

場
所
　
市
立
図
書
館

対�
象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
、
②
は

ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�
（
☎
�
４
３
２
４
）

持
ち
物
　
洋
裁
道
具
、
昼
食

申�

し
込
み
　
９
月
８
日
㈮
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３
０
７
）

ン
タ
ー
（
室
蘭
市
東
町
）

内�

容
　
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
、

家
庭
で
困
っ
て
い
る
子
ど
も
の
対

応
の
仕
方
に
つ
い
て

講�

師
　
胆
振
教
育
局
教
育
支
援
課
義

務
教
育
指
導
班
指
導
主
事
・
特
別

支
援
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・

坂ば
ん

内な
い

仁ひ
と
し

さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
９
月
22
日
㈮
ま
で
に
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業

（
勤
務
先
）
、
質
問
（
希
望
者
の

み
）
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
室
蘭
Ｌ
Ｄ
を
考

え
る
会
・
熊く

ま

谷が
い

さ
ん
（
☎
思
㉓
１

９
２
３
、
Ｅ
メ
ー
ル
：ld.in.m

ur�
o@
gm
ail.com

)

　
孔
子
と
弟
子
た
ち
と
の
言
行
録
で

あ
る
論
語
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

た
め
、
論
語
に
関
わ
る
人
や
物
な
ど

を
写
真
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
市
内
で

行
わ
れ
た
論
語
教
室
の
様
子
な
ど
を

展
示
し
ま
す
。

論
語
の
展
示
会
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



求む！ドングリ！
　カント・レラでは、体験学習用の登別産ドン
グリを集めています。
　提供していただいたドングリは、まが玉のか
けらと交換します。
▶�提供受付期間・場所　10月９日㈪までにカン
ト・レラに持参
※�虫が入っていることが多いので、拾い次第、
早めにお持ちください。
▶問い合わせ　カント・レラ（☎�２０６９）

日
時
　
９
月
27
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
エ
ビ
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
パ

ス
タ
、
ガ
ー
デ
ン
ス
ー
プ
、
グ
レ

ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
の
調
理

講�

師
　
ハ
ー
ブ
＆ア

ン
ド
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
磯い

そ

野の

み
ゆ
き
さ
ん
、

清し

水み
ず

ま
さ
み
さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
300
円
（
材
料
費
含
む
）

※�

９
月
25
日
㈪
以
降
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
場
合
は
、
材
料
費
を
い
た
だ

き
ま
す
。

持�

ち
物
　
ふ
き
ん
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、

筆
記
用
具

申�
し
込
み
　
９
月
20
日
㈬
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
（
☎
�
１
１
１
６
）

日
時
　
９
月
16
日
㈯
15
時
～
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

　
登
別
市
と
歴
史
的
な
つ
な
が
り
の

あ
る
宮
城
県
白
石
市
の
担
当
職
員
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

内
容
　

◎�

『
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
と
白
石
』
…
白
石
図

書
館
奉
仕
整
理
係
長
・
櫻さ

く
ら
井い

和か
ず

人と

さ
ん

◎�

『
白
石
の
文
化
財
』
…
白
石
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

兼
博
物
館
建
設
準
備
室
主
事
・
岸き

し

野の

太た

一い
ち

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

日
時
　
９
月
15
日
㈮
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

リ
ン
グ
作
り

講�

師
　
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
ズ
ク
ラ
フ
ト

協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
鈴す

ず

木き

麻ま

　き紀
さ
ん

日�
時
　
９
月
13
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分

※
雨
天
時
は
９
月
15
日
㈮
に
延
期
。

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

講�

師
　
登
別
造
園
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長
・
小お

笠が
さ

原わ
ら

行ゆ
き

雄お

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
剪
定
バ
サ
ミ
、

剪
定
作
業
に
適
す
る
服
装

申�

し
込
み
　
９
月
12
日
㈫
ま
で
に
土

木
・
公
園
Ｇ
（
☎
�
４
１
１
５
）

日
時
・
対
象

◎�

シ
ニ
ア
…
９
月
26
日
㈫
17
時
30
分

（
受
付
17
時
～
）
・
市
内
に
居
住

ま
た
は
通
勤
す
る
60
歳
以
上
の
方

◎�

一
般
…
10
月
12
日
㈭
18
時
30
分

（
受
付
18
時
～
）
・
市
内
に
居
住

ま
た
は
通
勤
す
る
18
歳
以
上
の
方

場
所
　
室
蘭
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

定
員
　
各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
１
千
600
円

競�

技
方
法
　
レ
ー
ン
移
動
を
行
わ
な

い
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
方
式
に
よ
る
個

人
戦
・
団
体
戦

ハ
ー
ブ
教
室

男
の
料
理
教
室

歴
史
交
流
講
演
会

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

剪せ
ん

定て
い

実
技
教
室

～
み
ど
り
の
講
習
会
～

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

（
シ
ニ
ア
・
一
般
）

表�

彰
　
各
部
門
１
位
か
ら
３
位
ま
で

に
賞
品
・
全
員
に
参
加
賞

申�

し
込
み
　
シ
ニ
ア
は
、
９
月
４
日

㈪
か
ら
15
日
㈮
ま
で
、
一
般
は
、

９
月
11
日
㈪
か
ら
29
日
㈮
ま
で
に

登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
（
☎
�
１
１
１
６
）

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
１
千
500
円
～
２
千
円
（
材

料
費
含
む
）

申�

し
込
み
　
９
月
12
日
㈫
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

内�

容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
夕
食
の

お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か
な
作
り

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器
（
２
人
分
の
持
ち
帰

り
可
）

申�

し
込
み
　
９
月
14
日
㈭
ま
で
に
櫻さ

く
ら

井い

さ
ん
（
☎
090

－

６
２
６
３

－

１

７
３
３
）
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日
時
　
10
月
８
日
㈰
10
時
～

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

日�

時
　
平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
・
７

日
㈰
９
時
20
分
～
17
時
（
予
定
）

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
大
学
会
館
多

目
的
ホ
ー
ル

※�

参
加
資
格
や
競
技
の
概
要
な
ど
、

詳
し
く
は
同
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
同
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

９
月
15
日
㈮
17
時
ま
で
に
、
持
参

ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
大

学
学
務
課
学
生
支
援
係
（
〒
050

－

８
５
８
５
室
蘭
市
水
元
町
27

－

１
、

☎
㊻
５
１
３
０
、
Ｅ
メ
ー
ル
：g�

akusei@
m
m
m
.m
uroran-it.

ac.jp
）

日
時
　
９
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
10
時

場
所
　
室
蘭
工
業
大
学

対�

象
　
代
表
者
が
高
校
生
以
上
の
個

人
ま
た
は
団
体

参�

加
料
　
１
区
画
（
２
㍍
×
2.5
㍍
）

一
日
200
円

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
野

山
に
お
か
れ
た
目
印
を
、
地
図
と
コ

ン
パ
ス
だ
け
を
使
っ
て
見
つ
け
る
競

技
で
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
く
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
時
　
10
月
９
日
㈪
９
時
～
13
時

※
雨
天
決
行
。

集
合
場
所
　
札
内
高
原
館
体
育
館

　
（
札
内
町
73

－

３
）

参
加
料
　
１
千
円
（
初
心
者
は
無
料
）

申�

し
込
み
　
10
月
５
日
㈭
ま
で
に
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
登
別
実
行
委

員
会
・
佐
藤
さ
ん

�

（
☎
�
３
８
７
５
）

　
サ
ケ
の
生
態
に
つ
い
て
小
学
生
に

も
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日�
時
　
10
月
１
日
㈰
10
時
～
11
時
30

分
（
９
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・

登
別
理
事
長
・
堀ほ

り

本も
と

宏ひ
ろ
し

さ
ん

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
９
月
30
日
㈯
ま
で
に
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
８
４
７
０
）

日�

時
　
９
月
30
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
血
液
の
血
し
ょ
う
の
役
割
と

血
球
の
働
き
に
つ
い
て

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

日�

時
　
９
月
25
日
㈪
13
時
30
分
～
15

時
10
分

場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容
　
『
劇
団
前
進
座
』
に
よ
る
古

典
落
語
『
井
戸
の
茶ち

ゃ

碗わ
ん

』
か
ら
創

作
し
た
お
芝
居

※�

９
月
１
日
㈮
10
時
か
ら
市
民
会
館

に
設
置
し
て
い
る
入
場
整
理
券

（
先
着
200
人
）
を
当
日
持
参
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

日�

時
　
９
月
23
日
㈯
９
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
萩
の
里
自
然
公
園
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
入
口
（
白
老
町
萩
野
）

参
加
料
　
100
円

申�

し
込
み
　
９
月
22
日
㈮
ま
で
に
日

本
自
然
保
護
協
会
・
内
田
さ
ん

�

（
☎
�
１
１
３
９
）

第
49
回
　
音
楽
発
表
会

第
24
回
　
室
蘭
工
業
大
学

学
長
杯
争
奪
ロ
ボ
ッ
ト

サ
ッ
カ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

工
大
祭
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

市
民

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

講
演
会
『
サ
ケ
の
話
し

～
生
ま
れ
た
川
へ
帰
る
～
』

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

お
芝
居

『
く
ず
～
い
屑く

ず

屋や

で
ご
ざ
い
』

秋
の
萩は

ぎ

の
里
自
然
公
園

観
察
会

内�

容
　
ピ
ア
ノ
教
室
に
通
う
生
徒
の

演
奏
会

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
音
楽
協
会
・

成
田
さ
ん
（
☎
�
２
５
４
０
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
200
円

申�

し
込
み
　
９
月
28
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

申�

し
込
み
　
９
月
14
日
㈭
ま
で
に
、

任
意
様
式
に
出
店
希
望
日
、
希
望

区
画
数
（
３
区
画
ま
で
）
、
代
表

者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
同
大
学
ス
タ
ジ
オ
催
事
フ
リ

マ
係
（
〒
050

－

８
５
８
５
室
蘭
市

水
元
町
27

－

１
☎
080

－

６
０
９
８

－

１
３
２
９
、
Ｅ
メ
ー
ル
：fleas�

aiji@
gm
ail.com

）
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９
9・10

９
17

９
24

９
22

10
７

10
７

のぼりべつは 秋の祭りも盛りだくさん

第40回　登別漁港まつり
第
10
回
登
別
縄
文
ど
き
ど
き
ま
つ
り

消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第７回
シルバーまつり２０１７

第８回
登別技能祭

の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
７

▶�日時　10月７日㈯10
時～15時

▶�場所　カント・レラ
（登別温泉町123－
１）

※�お弁当など、館内で
飲食できます。

▶�内容　黒
こく

曜
よう

石
せき

のナイ
フ作り（10時30分～
11時30分）、ドング
リもち・トチもち作
り（12時）、縄文焼
き（昼ごろ、芋など

　�まが玉作り、土器の
野焼き（雨天延期）、
火起こし体験

※�黒曜石のナイフ作り
は、定員20人までと
なっています。

▶参加料　実費
▶�問い合わせ　カント・
レラ（☎�２０６９）

）、

▶�日時　10月７日㈯12
時～15時

※雨天時は中止します。
▶�場所　イオン登別店
屋外駐車場（若山町
４丁目33－１）

▶�内容　消防車両の展
示、ミニレスキュー
体験、放水体験、は
しご車のデモンスト
レーションなど

▶�問い合わせ　消防署
警備グループ

� （☎�２５５１）

▶�日時　９月22日㈮15
時～22時
▶内容（場所）
◦�夜の消防署見学、は
しご車の搭乗体験
（市役所裏駐車場）
◦�秋の夜の百人一首大
会（市立図書館）
◦�土

つち

田
だ

英
えい

順
じゅん

チャリティ�
ーチェロＬ

ラ イ ブ

ＩＶＥ
　�（ ギ ャ ラ リ ー
Ｈ
ハ ナ

ＡＮＡ）
※�このほかにも、市内
各所でさまざまなイ
ベントが開催されま
す。事前申し込みが
必要なものもありま
すので、詳しくは問
い合わせください。
▶�問い合わせ　同実行
委員会・藤井さん
（☎090－7511－0234）

▶日時　９月17日㈰９時～15時
▶�場所　登別地方高等職業訓練校
（青葉町42－13）
▶�内容　作品展示・販売、ものづ
くり体験、野菜販売・食事コー
ナー、包丁とぎ（１人２丁まで、
午前受け付けで先着100丁）
▶問い合わせ　登別職業訓練協会
� （☎�１４５０）

▶日時　９月24日㈰10時～15時
▶場所　労働福祉センター
　（千歳町３丁目１－８）
▶�内容　作品展示、野菜・果物販
売、しいたけのカップ詰め放題、
飲食コーナー、包丁とぎ、演芸
など
▶�問い合わせ　シルバー人材セン
ター（☎�０８８０）

▶日時　９月９日㈯９時～20時15分
　　　　　　10日㈰９時～16時
▶場所　登別漁港旧港区
▶�内容　海産物即売、青空市、海上安全大量
祈願祭、朝揚げ鮭抽選即売会（９日14時～、
10日10時30分～）、ビンゴ大会（９日16時
～、10日15時～）、花火大会（９日19時
～）、豊漁もちまき（10日15時45分～）、
ステージイベントなど
※�天候や不漁などにより、中止や変更になる
場合があります。
※�朝揚げ鮭抽選即売会の抽選対象者は中学生
以上です。
▶�問い合わせ　同実行委員会（いぶり中央漁
業協同組合内・☎�５００１）

URL：http://ww�
w.at-ml.jp/102007�
40/

▲�イベントの詳細は二次元
バーコードを読み取ってご
確認ください。

▲青空市

▲朝揚げ鮭抽選即売会
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申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

日�時　９月15日㈮10時～
12時
内�容　パステル画の基本
や基礎を学びます
定員　10人（申し込み順）
持�ち物　手拭き、エプロン、新聞紙
※�パステルと画用紙は講師が用意します。

パステル画教室（武
たけ

田
だ

　秀
ひで

章
あき

講師）

日�時　９月11日㈪10時～
12時
内�容　初心者向けの曲を
練習します
定員　５人（申し込み順）

大正琴教室（岡
おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

講師）

日�時　９月24日㈰10時～
12時
内�容　日本古来のゲーム
を楽しみます
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。

子ども将棋教室（佐
さ

藤
とう

　和
かず

義
よし

講師）

日時　９月30日㈯14時～16時
内容　江差追分の歌い方を学びます
定員　20人（申し込み順）

江差追分道場（石
いし

橋
ばし

　涛
とう

栄
えい

講師）

日時　９月30日㈯10時～12時
対象　小学生以上の方
内容　講師による対局指導をします
定員　20人（申し込み順）

囲碁教室（保
ほ

沢
ざわ

　宏
ひろし

講師）

日時・内容　
○�毎週月曜日19時30分～20時15分・女性のための
ナイトリフレッシュ

○毎週金曜日19時45分～20時30分・ヨガ
定員　各日10人（申し込み順）
参加料　各日500円
申し込み　希望日の前日までにのぼりん

ナイトリフレッシュ・ヨガ

日�時　９月20日㈬19時～
20時30分

対�象　パソコンの基本操
作が可能で、残りの５
回（10月４日㈬・18日
㈬、11月１日㈬・15日
㈬・29日㈬）を全て受講できる方

定員　20人（申し込み順）
参加料　各日500円
申し込み　９月19日㈫までにのぼりん

パソコン教室『パワーポイント基本編』
（全６回のうち第１回）

のぼりんナイトカルチャー

日時　９月24日㈰10時～12時
定員　５人（申し込み順）
※�小学生以下は、親子で参加。
申し込み　９月23日㈯までにのぼりん

琴の親子体験（鈴
りん

の会主催）

のぼりんイベント

展示期間　９月８日㈮９時～16日㈯11時
体験会日時　９月14日㈭11時～14時
内�容　150点もの作品を展示します。体験会では
絵手紙を書きます

絵手紙展（絵手紙サークル絵
え

綺
き

主催）

のぼりん展示コーナー
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 ５ ６ 9

　植物が生き残るための戦略を学びます。
日時　９月16日㈯10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装、帽子、飲み物、
植物図鑑（お持ちの方のみ）など
申し込み　９月15日㈮までにふぉれすと鉱山

自然学講座②～植物の進化の世界～

　ガイドの案内で野鳥を観察して散策します。
日時　９月９日㈯10時30分～12時
対象　18歳以上の方
参加料　300円
持�ち物　野外で活動できる服装、軍手、帽子、昼
食、飲み物など
申し込み　９月８日㈮までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク

　100年後の森につなげる植樹を行います。
日時　９月17日㈰10時30分～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参加料　一人200円
持�ち物　野外で活動できる服装、帽子、軍手、飲
み物など
申し込み　９月16日㈯までにふぉれすと鉱山

みんなでつくる・ふるさと里山
� ～植樹と種あつめ～

　冬に向けた薪の準備と石窯ピザづくりに挑戦し
ます。
日時　９月23日㈯10時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参加料　一人200円
定員　30人（申し込み順）
持�ち物　汚れてもよい服装と靴、帽子、軍手、飲
み物など

申し込み　９月22日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日～薪
まき

割りの日～

　１・３・５・10・20㌔㍍の林道を爽快に走り抜
けるトレイルランニングの大会です。
日時　９月24日㈰９時～13時30分
※�同日、９時から13時までの間、地図の区間で交
通規制が行われます。

定員　160人（申し込み順）
※�１㌔㍍への参加は、親子
（幼児とその親）20組限
定です。

参�加料　2,500円（小学生
以下1,000円、１㌔㍍親
子１組1,200円）

申�し込み　９月６日㈬まで
にふぉれすと鉱山

コーザン・グリーンレース

　鉱山の農園で収穫を行い、採れたての野菜でカ
レーを作ります。
日時　９月16日㈯10時～13時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参加料　一人300円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物など
申し込み　９月15日㈮までにふぉれすと鉱山

はったけ収穫祭

　カムイヌプリを登山して、ワシやタカの渡りを
観察します。
日時　９月18日㈪７時～15時
集合場所　見晴公園（川上町）
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　山登りに適した服装と靴、昼食、飲み物、
双眼鏡（お持ちの方のみ）など

申し込み　９月17日㈰までにふぉれすと鉱山

猛
もう

禽
きん

渡り調査201７

ふぉれすと
鉱山

胆
振
幌
別
川 至幌別

交通規制区間

250m

327

327

▲交通規制区間図
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若いチカラが登別の未来を創る

７
月
30
日
㈰
、
８
月
２
日
㈬
・
５

日
㈯
・
６
日
㈰
の
４
日
間
、
『
夏
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体
験
入
学
』

を
開
催
し
、
約
100
人
の
高
校
生
と
保

護
者
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

８
月
５
日
・
６
日
、
ゲ
ー
ム
ク
リ

エ
イ
タ
ー
科
で
は
、
特
別
講
師
と
し

て
、
日
本
工
学
院
専
門
学
校
の
東
京

校
の
講
師
で
あ
る
荒あ

ら

川か
わ

巧た
く

也や

さ
ん
を

迎
え
、
ゲ
ー
ム
を
『
す
る
』
側
か
ら

『
つ
く
る
』
側
に
な
る
た
め
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
学
生
時
代

に
ど
の
よ
う
な
勉
強
が
必
要
か
な
ど
、

参
加
者
に
説
明
し
た
ほ
か
、
現
場
で

使
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
に
つ
い
て
講
演
・
実
習
を
行
い
ま

９
月
も
引
き
続
き
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
＋
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日�
時
　

◦�

９
月
10
日
㈰
・
24
日
㈰
10
時
～
14

時
30
分

◦�

９
月
16
日
㈯
11
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

し
た
。

ま
た
、
自
動
車
整
備
科
で
は
、
今

年
度
新
し
く
実
習
車
と
し
て
導
入
し

た
『
ト
ヨ
タ
８ハチ
６ロク
』
の
試
乗
体
験
を

サ
ー
キ
ッ
ト
で
行
い
、
参
加
し
た
高

校
生
に
好
評
で
し
た
。

夏
休
み
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
し
た

９
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学

▲�学校について理解を深めてもらうた
め行われた学校説明会

▲�学科について説明を受けたオープン
キャンパス参加者の高校生

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リスト
を差し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（売ります）

●ポット式石油ストーブ（電池使用）●ポータ
ブル石油ストーブ（電気使用）●電子オルガン
●介護ベッド（電動）●スキー靴（26㌢㍍・白
色）●パークゴルフクラブ（男性用・女性用）
●パークゴルフボール（20個）●剣道着一式
（小学３・４年生用）●サイクルマシン

ゆずってください（買います）

●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●ガスオー
ブン●ＬＰレコード（ジャズ）●ウオーキング
マシン（室内用）●お祭用はんてん（大人用・
小学校高学年用・小学校低学年用）

パーマネント神
しん

喜
き

劇
げき

万
ま

城
き

目
め

　学
まなぶ

�著
　デートの途中、突然時が止まった。
動かない街に現れたのは、『神』と
名乗るアヤしげな男たちで…。
　心ぬくもる、神頼みエンタメ。

◇ぐるぐる♡博物館� 三
み

浦
うら

しをん�著
◇デンジャラス� 桐

きり

野
の

　夏
なつ

生
お

�著
◇満月の泥枕� 道

みち

尾
お

　秀
しゅう

介
すけ

�著

この本
ほん

をかくして

　爆
ばく

弾
だん

が図
と

書
しょ

館
かん

にあたって、本
ほん

は粉
こな

々
ごな

に。残
のこ

った本
ほん

は、ピーターのお父
とう

さんが図
と

書
しょ

館
かん

から借
か

りていた一
いっ

冊
さつ

だ
けで…。戦

せん

争
そう

がすべてを奪
うば

っていく
なか、大

だい

事
じ

なものを隠
かく

しながら、ど
うやって引

ひ

き継
つ

ぐのか。その知
ち

恵
え

と
生
せい

命
めい

力
りょく

に満
み

ちた絵
え

本
ほん

。

フレヤ・ブラックウッド�絵
え

◇いちにちじごく� かわしま ななえ�絵
え

◇14歳
さい

からのパレスチナ問
もん

題
だい

� 奈
な

良
ら

本
もと

英
えい

佑
すけ

�著
ちょ

◇タイガー・ボーイ� ミタリ・パーキンス�作
さく

不用品 市ダイヤル
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

願
い
事
、
叶
う
と
い
い
な

絆
を
深
め
た
夏
ま
つ
り

地
域
の
沿
道
を
き
れ
い
に

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
で

地
域
づ
く
り

　
富
岸
町
内
会
は
、
７
月
７
日
㈮
、

富
岸
公
園
で
、
20
年
以
上
続
く
『
七た

な

夕ば
た

集
会
』
を
開
催
し
、
120
人
を
超
え

る
子
ど
も
や
保
護
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
手
作
り
の
短
冊
に
は
、
「
家
族
み

ん
な
が
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

や
「
痩
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
な
ど

の
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
一
緒
に
訪
れ
た
家
族
と
短
冊

を
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　
鷲
別
２
丁
目
町
内
会
は
、
リ
リ
ー

文
化
幼
稚
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
『
夏

ま
つ
り
』
を
２
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
お
祭
り
の

思
い
出
を
つ
く
れ
る
よ
う
、
町
内
会

が
一
丸
と
な
っ
て
行
事
を
企
画
し
、

多
彩
な
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
町
内
を
子
ど
も
み
こ

し
が
練
り
歩
き
、
「
わ
っ
し
ょ
い
、

わ
っ
し
ょ
い
」
と
か
わ
い
い
子
ど
も

た
ち
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
片
倉
町
内
会
は
、
市
民
会
館
付
近

か
ら
し
ん
た
21
ま
で
の
約
１
㌔
㍍
の

沿
道
の
雑
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
の
気
温
は
、
30
・
２
度
の
真

夏
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
50
人
の
方

が
参
加
し
、
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　
同
町
内
会
で
は
、
通
学
す
る
児
童
・

生
徒
や
道
行
く
人
の
心
を
、
快
適
な

道
路
で
和
ま
せ
る
活
動
を
今
後
も
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　
南
千
歳
町
内
会
は
、
７
月
23
日
㈰

に
、
毎
年
恒
例
の
『
野
外
焼
肉
交
流

会
』
を
開
催
し
、
100
人
を
超
え
る
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
婦
人
部
が
数
日
前
か
ら
準
備
を
し

て
い
た
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
、
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
を
堪
能
し
た
ほ
か
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
住

民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

富
岸
町
内
会

�

会
長
　
工く

藤ど
う

　
保や

す

秋あ
き

　
　

鷲
別
２
丁
目
町
内
会

�

会
長
　
原は

ら

田だ

　
敬け

い

三ぞ
う

　
　

片
倉
町
内
会

�

会
長
　
小お

笠が
さ

原わ
ら

　
康や

す
し

　
　

南
千
歳
町
内
会

�

会
長
　
畠は

た
け

山や
ま

　
重し

げ

信の
ぶ
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人のうごき（平成29年7月末日現在）／人口49,105（－24）世帯24,981（＋13）（　）は前月比

　だて歴史の杜
もり

カルチャーセンター
多目的広場（伊達市松ヶ枝町34－１）
で、恒例の秋の味覚を楽しむイベン
トを開催します。
◎201７だて食のフェスティバル　
▶�日時　９月16日㈯・17日㈰10時～
17時（17日は15時まで）

◎�第５回だて農業・漁業・大物産ま
つり　

▶�日時　10月７日㈯・８日㈰10時～
16時（８日は15時まで）

▶�問い合わせ　ＮＰＯ法人だて観光
協会（☎０１４２㉕２７２２）

第29回しらおいチェプ祭 秋の味覚を堪能しませんかスワンフェスタ201７

▶月日　９月２日㈯・３日㈰
▶�場所　室蘭港中央埠

ふ

頭
とう

（室蘭市海
岸町）
▶�内容　北

ほっ

響
きょう

祭2017（太鼓演奏、２
日17時～）、花火大会（２日19時
30分～）、ヒーローショー（３日
11時40分～、16時～）、大露店街・
室蘭やきとり横丁（両日とも11時
～）
※�２日の花火大会が雨天のときは、
３日に順延。
▶問い合わせ　室蘭観光協会
� （☎㉓０１０２）

　チェプ祭では、サケを用いたアイ
ヌ民族の伝統料理チェプオハウ（三
平汁）・チマチェプ（串焼き）の販
売やアイヌ語○

マル

×
バツ

クイズ、アイヌ刺
し

繍
しゅう

、ムックリ製作など、アイヌ文化
に親しむたくさんのプログラムを用
意しています。また、毎年盛況の鮭
のくじ引きも行います。
▶日時　９月17日㈰９時～16時
▶�場所　汐

しお

音
ね

ひろば（白老町石山
333番地）
▶問い合わせ　同実行委員会
� （☎０１４４�７７３９）

スマートフォンなどで『広報のぼりべつ』
を読むことができます

スマートフォンアプリ 登
と

夢
む

くんのL
ラ イ ン

INEスタンプ
販売中

問い合わせ
企画調整グループ
（☎�６５８６）

ウェブサイト

　いつでもどこでも、気軽に『広報のぼりべつ』を読むことがで
きるスマートフォンアプリやウェブサイトを紹介します。ぜひご
利用ください。

　広報紙の閲覧のほかに
も、市公式ウェブサイト
に掲載している新着情報
や市公式のF

フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook・
Y
ユ ー チ ュ ー ブ

ouTubeの情報を見る
ことができます。スマートフォンなどで通知の設定
をしておくと、広報紙の発行や新着情報などが掲載
されたときに、お知らせが届くよう
になります。
▶�ダウンロード方法　『マチイロ』
サイト（http://machiiro.town/）
から専用アプリをダウンロード

◀�二次元バーコード
からもダウンロー
ド可能です

　登別市ＰＲキャラクター『登
夢くん』のLINEスタンプは、
日本工学院北海道専門学校の学
生と市職員が共同で制作したも
のです。皆さんもスタンプを
使って、多くの人に『登夢くん』
を広めてみませんか。

▶対象　LINEの利用者
▶スタンプの種類　
　１セット40種類
▶１セットの販売価格　
　120円または50LINEコイン
▶購入方法　
　LINE内のスタンプショップ
で『登別』と検索して購入
※�売り上げの一部
は市のまちづく
りに使用してい
ます。

▼スタンプ一例　

　次のウェブサイトからも『広報のぼりべつ』を閲覧できます。
◦電子書籍で見ることができるウェブサイト
　（北海道の広報まるごと検索くん、H

ホ ッ カ イ ド ウ

okkaido�e
イ ー ブ ッ ク ス

books）
◦記事ごとにデータ化されたウェブサイト（マイ広報紙）
▶北海道の広報
　�まるごと検索くん

▶Hokkaido�ebooks ▶マイ広報紙

▲�画像イメージ


